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本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
を
迎

え
、
ま
た
、
今
日
の
社
会
経
済
情
勢

の
急
激
な
変
化
と
い
う
背
景
も
あ
り
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
行
財
政
の
各

般
に
わ
た
っ
て
重
要
な
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、

平
成
25
年
度
に
お
い
て
も
、
市
の
将

来
を
見
据
え
な
が
ら
多
様
な
行
政
課

題
に
的
確
・
迅
速
に
対
応
し
、
当
面

す
る
事
務
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
行
政
運
営
の
効
率
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
職
員

総
数
は
８
７
６
人
（
前
年
度
比
８
人

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
組
織
機
構
に
つ
い

て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

事
務
事
業
の
よ
り
効
率
的
・
効
果
的

な
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
必
要
な
見

直
し
を
行
い
、
事
務
執
行
体
制
の
整

備
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

企
画
部
で
は
、「
行
政
情
報
課

内
の
法
令
室
」
に
弁
護
士
資
格
を

有
す
る
特
定
任
期
付
職
員
を
室
長

と
し
て
任
用
し
、
法
務
研
修
の
充

実
や
政
策
法
務
部
門
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

　

市
民
部
で
は
、
10
月
に
開
催
さ

れ
る
「
第
30
回
日
本
女
性
会
議
」

を
官
民
一
体
と
な
り
、
市
民
挙
げ

て
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
実

行
委
員
会
が
９
つ
の
分
科
会
に
関

連
す
る
担
当
課
に
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
指
導
や
助
言
、
相
談
等
が

行
え
る
よ
う
協
力
体
制
を
整
え
ま

し
た
。

　

環
境
管
理
部
で
は
、「
環
境
管

理
事
務
所
生
活
環
境
課
」
に
新
た

に
「
庁
舎
管
理
係
」
を
新
設
し
ま

し
た
。

　

保
健
福
祉
部
で
は
、「
保
険
年

金
課
」
が
所
管
し
て
い
る
こ
ど
も

の
医
療
費
助
成
事
業
の
対
象
者
が

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
乳

幼
児
医
療
係
」
を
「
こ
ど
も
医
療

係
」
に
名
称
を
変
更
し
、「
高
齢

者
医
療
係
」
を
新
設
し
て
、
な
が

い
き
課
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
事

務
を
移
管
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
福
祉
課
」
に
障
が
い

関
係
の
申
請
・
相
談
窓
口
を
１
カ

所
に
す
る
た
め
、「
特
別
児
童
扶

養
手
当
」
事
務
を
「
こ
ど
も
相
談

室
」
か
ら
移
管
。
さ
ら
に
、「
介

護
保
険
課
」
と
「
な
が
い
き
課
」

を
統
合
し
、「
介
護
・
な
が
い
き
課
」

と
名
称
を
変
更
。「
庶
務
給
付
係
」

「
認
定
調
査
係
」「
企
画
保
険
料
係
」

「
い
き
が
い
支
援
係
」
の
４
係
と

し
、「
な
が
い
き
課
」
が
所

管
し
て
い
た
「
老
人
福
祉
事

業
」
を
「
介
護
・
な
が
い
き

課
」
で
行
い
、
課
を
福
祉
事

務
所
内
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
橘
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
の
完
成
に
伴
い
、
機
構
に

「
橘
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
橘
保

育
所
」
を
加
え
ま
し
た
。

　

水
道
部
で
は
、
水
道
料
金

の
徴
収
・
収
納
窓
口
業
務
の

民
間
委
託
に
伴
い
「
業
務
課

収
納
係
」
を
廃
止
し
、
２
係

体
制
と
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
橘
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴

い
、
機
構
に
「
橘
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
橘
幼
稚
園
」
を
加
え

ま
し
た
。

組
織
機
構
等
の
再
編

歩み始めて20,090日―。

阿南市は、5月1日で市制施行55周年を迎えました。

未来が明るい市であることを実感できる市政運営に努め

さらなる飛躍を誓う！

市制施行

55
周年
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企
画
部

企
画
部
長　
　
　
　

吉
澤　

健
二

企
画
部
参
事
・
行
政
情
報
課
長
事

務
取
扱　

 　
　

 	

陶
久　

敏
郎

秘
書
広
報
課
長　
　

美
馬　

隆
司

人
事
課
長　
　
　
　

髙
島　

博
佳

企
画
政
策
課
長　
　

水
口　

隆
起

東
京
事
務
所
長　
　

鈴
江　

省
吾

法
令
室
長　
　

      
中
上
野
博
章

Ｉ
Ｔ
推
進
課
長　
　

川
田　
　

実

総
務
部

総
務
部
長　
　
　
　

篠
原　

明
広

総
務
部
理
事
・
庁
舎
建
設
課
長
事

務
取
扱　

	
 　

　

 

吉
田　
　

裕

総
務
部
参
事
・
税
務
課
長
事
務
取

扱　
　
　

            

福
谷
美
樹
夫

財
政
課
長　
　
　
　

杣
友
秀
二
三

管
財
課
長　
　
　
　

木
下　

雅
憲

納
税
課
長　
　
　
　

松
田　

晋
介

防
災
部

防
災
部
長　
　
　
　

佐
野　

泰
弘

防
災
対
策
課
長　
　

近
藤　

義
昭

市
民
部

市
民
部
長
・
那
賀
川
支
所
長
・
羽

ノ
浦
支
所
長　
　
　

佐
藤　

賢
治

市
民
部
参
事
・
市
民
生
活
課
長
事

務
取
扱
・
葬
斎
場
長

	

横
手　

育
子

市
民
部
参
事
・
文
化
振
興
課
長
事

務
取
扱　
　
　

      

天
羽　

正
明

人
権
・
男
女
参
画
課
長

	

尾
﨑　

正
俊

環
境
保
全
課
長　
　

藤
野
絢
志
郎

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

	

日
下　

博
文

環
境
管
理
部

環
境
管
理
部
長　
　

西
野　

孝
則

環
境
管
理
部
参
事
・
環
境
管
理
課

長
事
務
取
扱         

三
木
野
文
秋

環
境
管
理
部
参
事
・
環
境
管
理
事

務
所
生
活
環
境
課
長
事
務
取
扱

　
　
　

	

森
本　

義
彦

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

	

石
本　

靖
弘

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長

	
小
川　

裕
二

ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
所
長

	

長
谷　

佳
和

環
境
整
備
課
長　
　

亀
尾　

剛
士

保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
長　
　

東
條　

盛
彦

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

増
井　

昌
已

保
険
年
金
課
長　
　

宮
田　

和
明

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所

長　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

亮
一

福
祉
事
務
所
長
・
福
祉
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

高
島　

武
己

介
護
・
な
が
い
き
課
長

　
　

	

坂
本　

誠
規

こ
ど
も
課
長　
　
　

打
樋　

昌
之

こ
ど
も
相
談
室
長　

坂
東　

孝
代

産
業
部

産
業
部
長　
　
　
　

粟
飯
原
佳
明

産
業
部
参
事
・
商
工
観
光
労
政
課

長
事
務
取
扱　
　
　

撫
養　

義
博

農
林
水
産
課
長　
　

西
村　

信
昭

農
地
整
備
課
長　
　

中
道　

信
弘

企
業
振
興
課
長　
　

幸
坂　

雅
好

野
球
の
ま
ち
推
進
課
長

　
　

	

山
崎　

秀
行

建
設
部

建
設
部
長　
　
　
　

吉
原　

敏
男

建
設
部
理
事
（
兼
）
植
松　

真
二

工
事
検
査
課
長　
　

長
田　
　

晃

土
木
課
長　
　
　
　

吉
川　

博
文

住
宅
建
築
課
長　
　

岩
佐　
　

望

維
持
管
理
課
長　
　

篠
岡　

彰
彦

公
園
緑
地
課
長　
　

石
居　
　

玄

特
定
事
業
部

特
定
事
業
部
長　
　

浅
野　

亮
一

特
定
事
業
部
理
事　

植
松　

真
二

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

	

小
林　

洋
一

特
定
事
業
推
進
課
長

	

　

原
田　

隆
博

下
水
道
課
長　
　
　

森
野　
　

宏

会
計
管
理
者
・
会
計
課

会
計
管
理
者　
　
　

玉
田　

秀
明

会
計
課
長　
　
　
　

熊
本　

広
治

水
道
部

水
道
部
長　
　
　
　

秋
本　

卓
巳

業
務
課
長　
　
　
　

岡
本　

光
弘

工
務
課
長　
　
　
　

岐　
　

謙
司

教
育
委
員
会

教
育
次
長　
　
　
　

稲
村　

良
秋

教
育
委
員
会
参
事
・
阿
南
図
書
館

長
事
務
取
扱　
　
　

上
原　

啓
二

総
務
課
長　
　
　
　

越
久
村
仁
司

学
校
教
育
課
長　
　

篠
原　
　

真

生
涯
学
習
課
長　
　

佐
藤　

芳
輝

人
権
教
育
課
長　
　

長
野　

荘
次

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長	

吉
田　

勝
義

学
校
給
食
課
長　
　

青
井　
　

茂

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

	

上
田　

彰
三

平
成
25
年
度
の
職
員
体
制
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

主
な
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
　
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

副
市
長
　
亀
　
尾
　
貞
　
男

教
育
長
　
新
　
居
　
正
　
秀

政
策
監
　
勝
　
瀬
　
修
　
平

政
策
監
　
惠
　
来
　
和
　
男

新規採用職員研修で講話する岩浅市長。「市役所は末端行政でな
く先端行政であることを自覚し、『明るさ』『ほほ笑み』『おもい
やり』をもって市民のために汗を流してほしい。」と話しました。

（４月２日）
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消
防
本
部

消
防
長　
　
　
　
　

田
村　

俊
彦

消
防
次
長
・
消
防
署
長
事
務
取
扱

	
　

森
本　

耕
造

消
防
本
部
参
事
・
総
務
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

實

警
防
課
長　
　
　
　

並
川　

茂
文

予
防
課
長　
　
　
　

平
岡　

裕
文

情
報
管
制
課
長　
　

原
田　

義
夫

消
防
副
署
長
・
第
一
消
防
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

乾　
　

庫
介

第
二
消
防
課
長　
　

河
野　

庸
雄

第
三
消
防
課
長　
　

服
部　
　

弘

議
　
会

事
務
局
長　
　
　
　

福
永　
　

亨

議
事
課
長　
　
　
　

茂
村　

福
和

農
業
委
員
会

事
務
局
長　
　
　
　

桝
田　
　

勲

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

一
楽　

明
美

監
　
査

事
務
局
長　
　
　
　

大
黒　

正
和

公
平
委
員
会

事
務
局
長
（
兼
）　

大
黒　

正
和

特
定
任
期
付
採
用
職
員
（
２
人
）

中
上
野
博
章
・
湯
浅　

亮
一

新
規
採
用
職
員
（
30
人
）

髙
瀨
暖
人
・
下
村
佑
介
・
湯
浅
友

美
子
・
相
田
浩
美
・
栗
本
章
代
・

大
谷
高
弘
・
松
本
拓
朗
・
中
西　

康
・
井
口
真
至
・
富
田
康
仁
・
戸

根
悠
資
・
片
山
恵
里
・
馬
誥
英
憲
・

大
林
英
里
香
・
山
村　

拓
・
米
田

紘
司
・
岩
佐
麻
由
・
橋
本
毅
郎
・

秦
野
彩
実
・
住
友
香
織
・
吉
積
さ

つ
き
・
遠
藤
佑
子
・
古
東　

裕
・

伊
勢
菜
津
美
・
岡
田
奈
々
子
・
露

本
貴
之
・
河
井
正
敏
・
西
内
崇
悦
・

長
尾　

遼
・
宮
北
啓
一

退
職
者
（
35
人
）

※
順
不
同・カ
ッ
コ
内
は
前
所
属・自
己
都
合
等
除
く

湯
浅　

亮
一
（
加
茂
谷
診
療
所
・

伊
島
診
療
所
）

森　
　

秀
敏
（
消
防
本
部
）

岩
原　

計
憲
（
議
会
事
務
局
）

岐　
　

祐
司
（
総
務
部
）

河
井　

敏
之
（
教
育
委
員
会
）

片
山　

順
二
（
大
野
住
民
セ
ン
タ

ー
）

市長室（秘書広報課へ）22−1110
副 市 長 室 22−1101
勝 瀬 政 策 監 室 28−9883
惠 来 政 策 監 室 22−1339
企 　 画 　 部
部 長 室 22−1119
秘 書 広 報 課 22−1110
人 事 課 22−1112
企 画 政 策 課 22−3429
行 政 情 報 課 28−9885
法 令 室 22−7449
Ｉ Ｔ 推 進 課 22−1117
総 　 務 　 部
部 長 室 22−1108
理事室（庁舎建設課担当）22−8286
財 政 課 22−1113
庁 舎 建 設 課 22−8285
管 財 課 22−3804
税 務 課 22−1114
納 税 課 22−1792
防 　 災 　 部
部 長 室 22−1098
防 災 対 策 課 22−9191
市 　 民 　 部
部 長 室 22−1115
市 民 生 活 課 22−1116
人 権・ 男 女 参 画 課 22−3094
男 女 共 同 参 画 室 22−7401
環 境 保 全 課 22−3413
文 化 振 興 課 22−1798
ふ る さ と 振 興 課 22−7404
阿南地区交通安全教育推進協議会 22−8952
那 賀 川 支 所 42−1111
羽 ノ 浦 支 所 44−3111

環 境 管 理 部
部 長 室 22−3793
環 境 管 理 課 22−3794
環 境 整 備 課 22−3795
生 活 環 境 課 22−0001
保 健 福 祉 部
部 長 室 22−1591
介 護・ な が い き 課 22−1793

〃 22−8064
保 健 セ ン タ ー 22−1590
保 険 年 金 課 22−1118
福 祉 課 22−1592
こ ど も 課 22−1593
こ ど も 相 談 室 22−1677
産 　 業 　 部
部 長 室 22−1597
農 林 水 産 課 22−1598
農 地 整 備 課 22−1599
商 工 観 光 労 政 課 22−3290
企 業 振 興 課 22−3401
野 球 の ま ち 推 進 課 22−1297
建 　 設 　 部
部 長 室 22−1594
工 事 検 査 課 22−7410
土 木 課 22−1595
住 宅 建 築 課 22−3431
維 持 管 理 課 22−9596
公 園 緑 地 課 22−9293
特 定 事 業 部
部 長 室 22−0527
理 事 室 22−1030
ま ち づ く り 推 進 課 22−1596
特 定 事 業 推 進 課 22−3197
下 水 道 課 22−1796
会 　 　 　 　 　 計
会 計 管 理 者 22−1107
会 計 課 22−3294

水 　 道 　 部
部 長 室 22−8069
業 務 課 22−0587
工 務 課 22−3295
教 育 委 員 会
教 育 長 室 22−3297
教 育 次 長 室 22−3298
総 務 課 22−3299
学 校 教 育 課 22−3390
生 涯 学 習 課 22−3391
人 権 教 育 課 22−3392
ス ポ ー ツ 振 興 課 22−3394
学 校 給 食 課 22−0362
教 育 研 究 所 22−3395
議 　 　 　 　 　 会
議 長 室 22−3398
事 務 局 長 22−3399
議 事 課 22−3399
各 種 行 政 委 員 会
選挙管理委員会事務局 22−3791
監 査 事 務 局 22−3792公 平 委 員 会 事 務 局
農 業 委 員 会 事 務 局 22−3790
消 防 本 部
消 防 長 室 22−3797
総 務 課 22−3798
警 防 課 22−3796
予 防 課 22−3799
情 報 管 制 課 22−1120
消 防 課 22−3847
テ レ ホ ン サ ー ビ ス 22−9999（病院案内・災害情報案内）
そ 　 　 の 　 　 他
代 表 受 付 22−1111
災害対策本部（災害時）22−3854

市役所電話番号案内

※夜間・休日の受付は☎２２－１１１１へ
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森
本
マ
ツ
子
（
南
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）

原
田　

明
生
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
）

田
上　

重
之
（
産
業
部
）

江
上　

利
子
（
橘
保
育
所
）

富
永　

恵
子
（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保

育
所
）

西
田　
　

修
（
企
画
部
）

笠
原　

光
男
（
会
計
管
理
者
）

仁
木　

仁
美
（
監
査
事
務
局
）

松
田　

道
明
（
総
務
部
）

田
村　

美
穂
（
富
岡
幼
稚
園
）

原　
　
　

務
（
特
定
事
業
部
）

石
川　

一
彦
（
第
三
消
防
課
）

鎌
田　

奈
津
（
大
野
幼
稚
園
）

広
瀬　

義
裕
（
教
育
委
員
会
）

湯
浅　

政
之
（
工
事
検
査
課
）

中
村　

一
子
（
保
険
年
金
課
）

谷
口　

弘
子
（
那
賀
川
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）

篠
原　

和
子
（
新
野
保
育
所
）

武
市　

日
美
（
大
野
保
育
所
）

福
良　

洋
子
（
羽
ノ
浦
く
る
み
保

育
所
）

中
西　

延
義
（
文
化
振
興
課
）

佐
々
木
敏
恵
（
寿
保
育
所
）

程
野　

公
人
（
生
涯
学
習
課
）

天
野　

郁
代
（
伊
島
保
育
所
）

細
川　

久
美
（
羽
ノ
浦
く
る
み
保

育
所
）

田
渕　

ゆ
み
（
那
賀
川
図
書
館
）

武
田
奈
保
美
（
横
見
幼
稚
園
）

川
田
美
智
子
（
加
茂
谷
幼
稚
園
）

橋
本　

成
徳
（
第
二
消
防
課
）

5　広報あ な ん 2013.05

本庁舎 第１仮庁舎（旧阿南保健所）

消防庁舎（辰己町）

第２仮庁舎

那賀川支所

羽ノ浦支所

牛岐城趾公園管理棟

市役所庁舎の案内

3F 企画政策課　工事検査課　教育研究所

3F 情報管制課

2F 農業委員会

1F まちづくり推進課・特定事業推進課

2F 公園緑地課

2F

2F 総務課　警防課　予防課　消防署

2F 土木課

1F 農地整備課　維持管理課

1F 水道部（業務課・工務課）

1F

第１仮庁舎（プレハブ）

2F 行政情報課　法令室

1F 下水道課

1F 生活環境課　環境管理課

環境管理事務所

3F 環境整備課

1F 保健センター

阿南ひまわり会館

2F 選挙管理委員会事務局

3F

4F 農林水産課　商工観光労政課　
企業振興課　防災対策課

正・副議長室　議員控室　
議会事務局（議事課）　議場
委員会室　監査事務局

2F

1F
BF 宿直室（夜間、土・日・祝日の窓口）

市長室　副市長室　政策監室　
秘書広報課　人事課　ＩＴ推進課
財政課　庁舎建設課　管財課　
環境保全課　こども課　こども相談室

税務課　納税課　市民生活課　
ふるさと振興課　会計課　保険年金課　
福祉課　介護・ながいき課

教育委員会（教育長室　学校教育課　
総務課　生涯学習課）
野球のまち推進課

人権教育課　人権・男女参画課　
男女共同参画室　住宅建築課

※入口は庁舎東側の階段から



阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
お
知
ら
せ

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日
程
で
執

行
し
ま
す
。

告
示
日　
11
月
３
日
㈷

選
挙
期
日　
11
月
10
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－

３
７
９
１
）へ

行
政
相
談
で
あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
は
、
国
、
県
、
市
な

ど
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、

意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
ら

を
解
決
す
る
た
め
に
行
政
運
営
に

反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
１
階　

市
民
相
談
室

相
談
委
員　
中
山
瑞
穗
さ
ん
、
廣

田
幸
雄
さ
ん
、
待
田
泰
信
さ
ん
、

西
岡
由
紀
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
温
水
プ
ー
ル

子
ど
も
水
泳
講
座
受
講
者
募
集

（
欠
員
補
充
分
の
受
付
）

　

子
ど
も
水
泳
講
座
の
受
講
者
に

欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
、
順
次
参

加
し
て
い
た
だ
く
受
講
者
を
受
け

付
け
ま
す
。

対
象　
５
歳
（
年
長
組
以
上
）
～

小
学
生

日
時　
５
月
19
日
㈰　

午
後
１
時

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

内
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

定
員　
各
曜
日
20
人

受
付
方
法　
受
付
場
所
に
設
置
し

て
い
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
順
は
抽
選
、
定
員
超

過
の
場
合
も
同
様
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

温
水
プ
ー
ル（
☎
22

－

８
７
３
３
）

へ

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
１
千
万
円

大
阪
市
西
区
九
条　

廣
野
富

江
様
（
新
野
町
出
身
）
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所

女
性
会
様
か
ら
活
竹
祭
に
お

け
る
売
上
金
の
一
部
を
地
域

福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
そ
の
年
は
、
日
本
銀
行
が
一

万
円
札
を
発
行
、
皇
太
子
さ
ま

と
美
智
子
さ
ま
と
の
婚
約
が
発

表
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ッ
チ

ー
・
ブ
ー
ム
」
が
巻
き
起
こ
り
、

世
界
一
高
い
東
京
タ
ワ
ー
が
完

成
。
ロ
カ
ビ
リ
ー
大
旋
風
な
ど

大
衆
文
化
が
大
き
く
花
を
開
い

た
年
で
し
た
。１
９
５
８
年（
昭

和
33
年
）
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
年
、
５
月
１
日
、
私
た

ち
の
阿
南
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
生
い
立
ち
は
財

政
再
建
団
体
の
ま
ま
市
制
が
発

足
す
る
と
い
う
大
変
苦
し
い
も

の
で
し
た
。

　
徳
島
、
鳴
門
、
小
松
島
の
先

輩
と
な
る
各
市
は
市
バ
ス
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
隆
盛
を
誇
っ

て
い
た
だ
け
に
、
市
バ
ス
も
持

て
な
い
貧
乏
な
市
が
生
ま
れ
た

と
、
揶や

揄ゆ

（
か
ら
か
う
）
さ
れ

ま
し
た
。

　
再
建
団
体
と
し
て
、
国
・
県
の

厳
し
い
指
導
と
監
督
の
も
と
、
地

方
公
共
団
体
と
し
て
自
由
な
活
動

を
制
限
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

着
手
に
も
制
約
を
受
け
な
が
ら
、

ひ
た
す
ら
赤
字
解
消
へ
の
努
力
を

続
け
、
再
建
計
画
通
り
昭
和
40
年

度
末
を
も
っ
て
完
全
に
赤
字
を
解

消
し
、
再
建
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
以
降
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
長
年

に
わ
た
る
努
力
と
、
那
賀
川
、
羽

ノ
浦
両
町
と
の
合
併
を
経
て
、
今

や
、
西
日
本
有
数
の
財
政
の
強
い

自
治
体
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
初

刊
阿
南
市
史
」
に
は
、
名
誉
市
民

で
あ
り
初
代
市
長
・
澤
田
　
紋あ

や

氏

の
巻
頭
言
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
日
、
阿
南
市
の
将
来
を
展

望
し
ま
す
時
、
悠
久
幾
千
万
年
に

わ
た
る
天
変
地
異
に
よ
る
変
遷
推

移
と
、
幾
百
千
世
代
の
先
人
の
尊

い
努
力
の
累
積
が
相
互
に
緯
と

な
り
経
と
な
り
つ
つ
、
生
生
発

展
し
た
所
産
が
感
じ
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
そ
の
渕
源
は
遙
か
に

遠
く
か
つ
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
に
生
を
う
け
、
こ
の

郷
土
阿
南
市
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
市
民
お
互
い
が
、
先
人
の
遺

徳
遺
業
を
子
孫
と
共
に
敬
仰
し
、

心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
ま
す
ま

す
よ
り
豊
か
な
郷
土
を
建
設
し

た
い
も
の
と
念
頭
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。」

　
こ
の
言
葉
は
、
現
在
の
阿
南

市
に
そ
の
ま
ま
引
用
で
き
る
名

文
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
先
人
の
功
多
し
、
我

ら
の
阿
南
市
で
す
。
こ
の
地
に

住
む
人
々
が
、
少
し
で
も
多
く

の
幸
せ
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
若
い
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

市
行
政
の
使
命
で
あ
る
、
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
55
周
年
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

～
半
世
紀
＋
５
年
～
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自主防災組織を支援します
平
成
25
年
度

青
年
就
農
給
付
金
事
業

「
経
営
開
始
型
」
に
係
る

申
請
者
の
募
集

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く
、

経
営
が
不
安
定
な
時
期
の
青
年
就

農
者
に
対
し
、
最
長
５
年
間
給
付

金
を
給
付
す
る
事
業
へ
の
申
請
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

要
件　
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営

就
農
す
る
方
で
、
自
ら
農
地
の
所

有
権
ま
た
は
利
用
権
を
有
し
、人
・

農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど

提
出
書
類　
経
営
開
始
計
画
（
農

林
水
産
課
備
え
付
け
）

募
集
期
間　
６
月
14
日
㈮
ま
で

交
付
の
決
定　
市
お
よ
び
県
の
審

査
を
経
て
交
付
決
定
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課 

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

阿
南
市
共
同
募
金
委
員
会

運
営
委
員
の
公
募

　

共
同
募
金
活
動
の
充
実
化
を
図

る
「
阿
南
市
共
同
募
金
委
員
会
」

の
運
営
委
員
を
公
募
し
ま
す
。「
自

分
の
町
を
良
く
す
る
仕
組
み
づ
く

り
」
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上
（
平
成
25

年
５
月
１
日
現
在
）
で
阿
南
市
民

の
方

活
動
内
容　
委
員
会
活
動
の
推
進

に
関
す
る
こ
と
や
、
共
同
募
金
活

動
の
企
画
・
検
証
・
評
価
な
ど

募
集
人
数　
２
人

任
期　
２
年

応
募
方
法　
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
、「
共
同
募
金
に
つ
い
て

の
私
の
お
も
い
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
レ
ポ
ー
ト
（
８
０
０
字
以
内
・

任
意
様
式
）
を
添
付
し
て
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
・
郵
送
・

持
参
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪

※
窓
口
で
の
受
付
は
、
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
４

－

０

０
３
０　

富
岡
町
北
通
９
番
地　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23

－

７
２

８
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

７
１
４
２
）へ

　
20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
払
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
学
生
は
本
人
に
一
定

額
以
上
の
所
得
が
な
け

れ
ば
、
保
険
料
の
支
払
い
が
猶

予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合

は
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、
年
金

手
帳
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一

度
承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、

在
学
期
間
中
は
毎
年
３
月
下
旬

に
、
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
が
日
本
年
金
機
構

よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

自主防災組織設立支援
　住民同士が救出・救援、初期消火等を行う自主
防災組織を設立した場合、次の防災備品を支給し
ます。組織設立の手続きなど、お気軽にご相談く
ださい。

・ヘルメット（１世帯に１個）
・電気メガホン（およそ30世帯に１個）
・信号灯（およそ30世帯に２本）

自主防災組織の活動補助
　住民参加による自主防災活動を推進し、地域の
自発的な自主防災組織の活動を円滑に行うため、
自主防災組織が実施する防災活動、防災訓練、防
災研修等に対して補助金を交付します。
加入世帯数（平成25年４月１日現在）	 補助額　

100世帯未満	 5,000円　
100以上300世帯未満	 10,000円　
300以上500世帯未満	 15,000円　
500以上1,000世帯未満	 20,000円　
1,000世帯以上	 50,000円　

※防災活動等に要した費用が補助限度額に満たな
い場合は、その額とします。
申込方法　申請書（防災対策課備え付け）に必要
書類を添付してお申し込みください。申請書は、
市ホームページからもダウンロードできます。

避難路・避難場所整備に係る原材料等支給
　地震・津波等災害時の避難路または避難場所を
自主防災会等がその労力で整備する場合において、
当該工事に要する原材料および一般建設機械等借
上料を支給します。
申込方法　５月31日㈮までに防災対策課に相談
していただき、所定の申込用紙でお申し込みくだ
さい。
問い合わせは　防災対策課（☎22－9191）へ
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住
宅
の
耐
震
化
支
援

　

本
市
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

自
己
負
担
額　
３
千
円

　

耐
震
改
修
に
係
る
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

耐
震
改
修
工
事
費
補
助
事
業

対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
７
月

受
付
分
よ
り
、
対
象
を
平
成
12
年

５
月
31
日
以
前
着
工
ま
で
に
拡
大

予
定
）
で
耐
震
診
断
を
受
け
、
評

点
が
０
・
７
未
満
と
判
定
さ
れ
た

住
宅
を
評
点
１
・
０
以
上
に
改
修

す
る
工
事
で
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
工

事
は
、
県
の
講
習
を
受
け
て
徳
島

県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
施
工
者
等

と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
改
修
工
事
に
か
か
る

工
事
費
用
の
３
分
の
２
で
、
最
高

60
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た

所
得
税
の
特
別
控
除
や
固
定
資
産

税
の
減
額
な
ど
、
税
の
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修

促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方

補
助
金
額　
耐
震
改
修
工
事
お
よ

び
同
時
に
附
帯
し
て
行
う
一
連
の

工
事
（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
）
費

か
ら
、
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

の
交
付
額
に
１
・
５
を
乗
じ
た
金

額
を
減
じ
て
得
た
額
の
５
分
の
１

の
額
（
最
高
20
万
円
）。

阿
南
市
住
ま
い
の

安
全・安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐

震
診
断
を
受
け
、
評
点
が
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
で
、
次

の
①
～
⑤
の
工
事
。（
①
は
必
ず

実
施
し
、
②
～
④
は
い
ず
れ
か
を

実
施
、
⑤
の
実
施
は
自
由
で
す
。）

①
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上

の
家
具
の
固
定

②
評
点
を
１
・
０
に
近
づ
け
る
耐

震
補
強
工
事
等

③
耐
震
ベ
ッ
ド
や
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
を
設
置
す
る
工
事

④
②
ま
た
は
③
に
相
当
す
る
工
事

⑤
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
工
事

補
助
要
件　
次
の
事
項
を
す
べ
て

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

す
る
こ
と

・
工
事
に
要
す
る
経
費
の
合
計
が

20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

※
「
徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安

心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
と

併
用
す
る
と
、
最
大
で
60
万
円
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

対
象　
申
請
時
に
お
い
て
、
建
築

後
５
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
で
、

次
の
①
～
③
の
工
事
。（
①
は
必

ず
実
施
し
、
②
③
の
実
施
は
自
由

で
す
。）

①
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上

の
家
具
の
固
定

②
現
に
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分

に
つ
い
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
③
地
震
時
に
倒
壊
の
危
険
が
あ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
耐
震
化
工
事

補
助
要
件
・
補
助
金
額　
「
阿
南

市
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
」
に
同
じ
。

受
付
時
期　
平
成
25
年
７
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
広
報
あ
な
ん
７
月
号
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

※
各
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　

住
宅
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１
） 

へ

人
権
教
育
・
啓
発

阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況
及
び
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
年
次
報
告
具
体
的
推
進

状
況
（
24
年
度
版
）
が
で
き
ま
し

た
　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
５
月
１
日
㈬
～
10
月

31
日
㈭

６
月
１
日
は

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
間
が
「
命
」
と
い
う
平
等
な

も
の
を
授
か
り
、
生
き
て
い
く
う

え
で
「
人
権
」
は
大
切
に
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
日
常
生

活
の
な
か
で
人
権
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

社
会
生
活
に
お
け
る
不
当
な
扱
い
、

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど

が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
表
面
化

し
に
く
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
任
命
さ
れ
、
各
市
町

村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
16
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
日

を
記
念
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
を
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、「
人
権
尊
重
」
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
６
月
３
日
㈪　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　
文
化
会
館
１
階　

工
芸
室

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

男
女
共
同
参
画

出
前
講
座
（
無
料
）

　
「
家
族
・
地
域
ぐ
る
み
の
子
育

て
に
つ
い
て
」「
女
性
の
生
き
方
」

「
職
場
の
対
人
関
係
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」「
震
災
体
験
を
通
じ
て
」「
自

分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
自
己
表

現
」
な
ど
、
男
女
が
と
も
に
夢
や

希
望
を
実
現
す
る
た
め
の
学
習
の

場
で
す
。

　

内
容
や
時
間
は
相
談
の
う
え
実

施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
男
女

共
同
参
画
室（
☎
22

－

７
４
０
１
）

へ
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ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業

▼
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業

▼
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業

▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業

▼
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
目

指
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈬
～
24
日

㈮※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

農
用
地
区
域
の

変
更
申
請
の
受
付

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
25
年
度
前
期
の

変
更
申
請
（
除
外
・
編
入
）
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
を
さ
れ

る
方
は
、
申
請
書
（
農
林
水
産
課

備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
等
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈬
～
31
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

申
込
み
を
し
て
い
な
い
の
に
、一

方
的
に
商
品
が
送
ら
れ
て
く
る
悪

質
な
販
売
手
口
が
横
行

●
販
売
手
口

・
申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
強
引

に
送
る
と
言
わ
れ
、
断
る
と
暴

言
を
吐
か
れ
る
。

・
業
者
名
な
ど
を
告
げ
ず
に
電
話

を
か
け
て
い
る
。

・
血
圧
が
下
が
る
な
ど
、
あ
た
か

も
病
気
が
治
る
か
の
よ
う
な
セ

ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
う
人
の
大
半
が

高
齢
者
で
あ
り
、
判
断
不
十
分

者
の
契
約
も
多
い
。

●
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
申
込
み
を
し
た
覚
え
が
な
く
購

入
す
る
つ
も
り
も
な
い
な
ら
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
品

が
送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、

受
取
拒
否
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
で
勧
誘
さ
れ
承
諾
し
て
し

ま
っ
た
場
合
も
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
（
８
日
以
内
）
が
で
き
ま

す
。

・
病
気
の
治
療
目
的
で
健
康
食
品

を
利
用
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

・
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て

い
な
い
か
、
周
り
の
方
が
見
守

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
24

－

３
２
５
１
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
ご
注
意
を
！

　

近
年
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

等
の
情
報
通
報
機
器
が
発
達
し
た

こ
と
に
よ
り
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

被
害
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
際
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
懸
賞
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め
て
、

安
易
に
自
分
の
電
話
番
号
、
住

所
、
名
前
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
を
教
え
な
い

・
掲
示
板
等
へ
の
書
き
込
み
は
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
わ
き
ま
え
、

実
社
会
に
置
き
換
え
て
行
う

架
空
請
求
メ
ー
ル
が
届
い
た
場
合
は

・
支
払
わ
ず
に
無
視
を
す
る

・
絶
対
に
相
手
と
連
絡
を
と
ら
な
い

・
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
最
寄
り

の
警
察
署
、
交
番
に
相
談
す
る

　

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
快
適
か

つ
安
全
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

消防庁長官表彰おめでとうございます

宝田分団長
仁木 睦晴さん

那賀川分団長
清野 良昭さん

福井分団長
日下 隼人さん

阿南市消防団長
中川　正さん

３月６日に消防庁長官表彰を受章された方をご紹介します。

【功労賞】
　消防庁長官表彰のうち、功労章
は永年勤続功労章を受章された方
の中で、消防団長の職に10年以
上在職し、防火思想の普及、消防
団施設の整備、その他災害の防御
に関する対策等について、その成
績が特に優秀な消防団員に授与さ
れます。

【永年勤続功労賞】
　永年勤続功労章は、永年（25年以上）勤続し、そ
の勤務成績が優秀で他の模範と認められる消防団員、
消防吏員に対して授与されるものです。これらの表彰
は勲章・褒章などの栄典に準じ、最も栄誉あるものの
ひとつです。 
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「日本女性会議〈男女共同参画〉2013あなん」成功させよう ! 全国大会 2013年
10月

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
分
科
会

美
馬 

義
明
さ
ん
（
津
乃
峰
町
）

　

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
は
そ
の
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
ど
う
過
ご
し
生
き
る
か
は
、
高
齢
社
会

の
今
日
、
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
誰

し
も
健
康
で
、
少
し
で
も
長
く
明
る
く
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
待
ち
受
け

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
こ
の
分
科
会
で
は
、「
豊

か
に
輝
い
て
共
に
生
き
る
幸
齢
社
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
熱
く
語
り
合
い
な
が
ら
、
大
会
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
食
育
」
分
科
会

谷　

 

篤
子
さ
ん
（
宝
田
町
）

　

豊
か
な
自
然
と
お
い
し
い
食
材
に
恵
ま
れ
、
お

接
待
の
心
を
持
ち
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
生
活
習
慣

病
の
増
加
な
ど
食
を
め
ぐ
る
課
題
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
食
文
化
を
伝
承
し
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
味
を
残
し
伝
え
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
食
、
生
産
か
ら

食
卓
ま
で
安
全
で
安
心
な
食
、
子
ど
も
に
も
大
人

に
も
夢
を
与
え
生
き
る
力
を
育
む
食
の
あ
り
方
に

つ
い
て
男
女
共
生
の
視
点
で
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

テ
ー
マ
は
「
郷
土
の
人
・
自
然
・
食
で
つ
く
る

絆
～
こ
れ
が
阿
波
の
食
育
だ
！
～
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参

画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

24

－

３
７
５
０
）
へ

分
科
会
活
動
の
紹
介 

⑷

総合型地域スポーツクラブ

サンアリーナスポーツクラブ
活動期間　平成26年3月31日㈪まで
年 会 費　高校生以上4,200円（継続者は3,200円）、中学生以下1,200円
　　　　　※活動費（月額）が別途必要です。
申込方法　申込書（スポーツ総合センター備え付け）を提出してください。
申込み・問い合わせは　スポーツ総合センター（☎22−2300）へ
※平日9:00～17:00　月曜日休館（月曜日が祝日の場合は翌日が休み）	

スポーツ総合センター

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

バウンドテニス
火・水・金曜日
13：30～17：00

フルコース2,000円／全曜日1,500円
４回900円　

卓　球
平日（休館日以外）
13：00～17：00

フルコース2,000円
全曜日1,000円／火～金の各曜日500円

エアロビクス
火曜日（場合により木曜日）

13：30～14：30
フルコース2,000円　

（対象／一般男女）

プログラム名 活動日時 活動費（月額）

ジュニア
男子バレーボール

火・金曜日
18：30～20：00

900円　

※フルコースは、ジュニア男子バレーボール以外のすべてで活動できます。

阿南工業高等学校体育館 （対象／小学 2年生〜中学生）

会員
募集
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「第12回全国歴史の道会議　徳島県大会」 成功させよう !

遍
路
道
沿
い
の
石
造
物

　

遍
路
道
（
歴
史
の
道
）
を
構
成
す
る
う
え
で
、

文
化
的
ま
た
は
歴
史
的
遺
産
の
存
在
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
多
く
は
石
造
物
と
し
て
古
く
か
ら
私
た

ち
の
身
近
な
文
化
財
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

遍
路
道
特
有
の
石
造
物
と
し
て
「
遍
路
墓
」
が

あ
り
ま
す
。
遍
路
墓
は
遍
路
の
途
中
で
行
き
倒
れ

と
な
っ
た
人
の
お
墓
で
す
。

　

鶴
林
寺
か
ら
太
龍
寺
ま
で
の
「
太
龍
寺
道
」
沿

い
に
６
基
、「
か
も
道
」
沿
い
に
１
基
の
遍
路
墓

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。「
寛
政
」「
文
政
」「
天
保
」

「
嘉
永
」
と
江
戸
時
代
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
も
の

が
多
く
、ま
た
「
備
前
」「
備
後
」「
豊
前
」「
筑
後
」

「
紀
伊
」
な
ど
、
出
生
地
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
北
九
州
や

中
国
地
方
、
近
畿
地
方
か
ら
多
く
の
お
遍
路
さ
ん

が
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
頃
に

は
、
広
く
民
衆
の
間
に
遍
路
文
化
が
根
付
い
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
当
時
、
遍
路
は
今
と
違
い
命
が
け
の
旅

で
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
お
遍
路
さ
ん
が
行
き

倒
れ
に
な
り
、
地
元
の
人
々
が
供
養
を
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
遍
路
墓
が
作
ら
れ
る
の
は
ま
れ
な

こ
と
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
お
遍
路
さ
ん
が

眠
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

行
き
倒
れ
に
な
っ
た

人
た
ち
へ
の
思
い
も
込

め
て
、
一
度
遍
路
道
を

歩
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課
（
☎
22

－

１
７
９
８
）
へ

○第 5 回全日本少年硬式野球大会　
　５月11日㈯～12日㈰
○ソフトボール観光ツアー　交流試合
　５月11日㈯～12日㈰
　阿南市民桑野グラウンド
　参加　大阪ハイシニアフェローズ（大阪府）
　　　　大阪ハイシニア（大阪府）
　　　　甲子園ソフトボールクラブ（兵庫県）
　　　　多家良シニア（徳島市）

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

5月の日程 あぶない !
こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

221件（631）
0人（    1）
30人（  96）

救急 件 数
搬送人員

283件（888）
267人（840）

火災
件 数
損 害 額

3件（    9）
4,666千円

（4,667千円）
●阿南署管内平成25年３月分合計
　カッコ内は1月からの累計

■展示コーナー　10:00 ～ 20:00
※初日は12:00から、最終日は15:00まで。

○手捻り陶芸作品展
１日㈬～12日㈰

○染織り作品展
14日㈫～26日㈰

○サンキャッチャーとフラワーアート展　
28日㈫～６月９日㈰

■体験コーナー
○母の日プリザーブドフラワー
11日㈯　13:00～15:00
【参加費】2,500円　【定員】10人　
【申込締切日】８日㈬

○コラージュフラワー
６月２日㈰　10:30～15:00
【参加費】2,000円　【定員】15人　
【申込締切日】31日㈮

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中!

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

光 ５月の催しのまちステーションプラザ 全
力
婚
活
!!

場　　所　ザ・シャイニング オブ レジェンダ（富岡町あ王谷52‐2）
対　　象　阿南を愛する20歳以上39歳以下の独身男女
定　　員　男女各30人　参 加 費　男性3,000円 女性2,000円
内　　容　軽食、ソフトドリンク、ケーキ付。カップリング投票あり。
受付期間　５月１日㈬～21日㈫まで　※定員になり次第締切
申込方法　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入のうえ、電子メール

でお申し込みください。
	 e-mail konkatsu@city.anan.tokushima.jp

	 ※申込後、３日経過しても返信メールが届かない場合は、お問い合わせください。

問い合わせは　阿南de愛隊（ふるさと振興課内）
	 　　（☎22－7404）へ

キャンパスボーイ produce

阿南 de キャンパって婚活 !
～あなたの一票 明るい未来♥～

日　　時　５月25日㈯

ＦＭ徳島パソナリティーの近藤公美さん
が、阿南市民の横顔を紹介！ラジオを聞
いてリスナープレゼントをGETしよう！
５月のゲスト（予定）
  2日　阿南の加茂谷鯉まつり実行委員会

中田泰之さん（水井町）
  9日　ウミガメ観察員　棚橋コズヱさん（椿町）
16日　プロサーファー　武知実波さん（桑野町）
23日　ALT（外国語指導助手）　ギャリ―・オウエンさん（日開野町）
30日　中村園太夫座　	 西村忠雄さん（新野町）

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日 16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

18：00〜21：00（受付17：30）
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ニュースオアシス

　伝統工芸の技と阿南市の観光・文化を融合させた「野
球活竹人形」と「活竹お遍路人形」が完成し、4月 2
日から阿南光のまちステーションプラザで発売されてい
ます。
　この商品は、「野球観光ツアー」や「四国遍路」で本
市を訪れる観光客向けに作られたお土産品で、竹人形づ
くりの後継者育成に取り組む阿南商工会議所が、阿南活
竹人形職人会に製作を依頼しました。同会の久積國人さ
ん（54歳・宝田町）は、「しなやかな投球フォームやバ
ッターの迫力を表現するのが難しかった。」と試行錯誤
の日々を振り返り、「今後は、道の駅などでも販売して
いきたいです。」と話していました。

お土産にいかが！
伝統工芸×観光・文化の竹人形が完成

　市役所庁舎の建て替え工事に伴い、現庁舎の姿を描き
残して後世に伝えようと、市が絵画の制作を委託してい
たイラストレーター・羽尻利門さん（32歳・見能林町）
の作品が３月25日に完成し、市長公室で披露されました。
　縦72.8㎝、横103㎝の大きなイラストボードには、
市役所庁舎や庭木などが写実的に描かれ、歩道で老夫婦
と親子がふれあう姿に親近感を覚える作品に仕上がって
います。「子だくさんの家庭が増え、人と人とのつなが
りや温かみのある阿南市であってほしいという願いを込
めました。」と羽尻さん。作品は市長公室に飾られ、新
庁舎完成後には、市民の目に触れるところに飾られる予
定です。

現庁舎の姿を絵画で残す
作品に込めた思いは〝つながり〟〝温かみ〟

　陸上自衛隊徳島駐屯地の開設１周年を記念した行事が
３月20日に開催されました。同駐屯地で記念行事が一
般公開されたのは今回が初めてで、約1,100人の人々が
訪れ、普段は見られない陸上自衛隊ならではの催しを楽
しみました。
　なかでも、地雷原を処理して部隊を敵陣地に送り込む
模擬戦闘訓練は迫力満点で、観測ヘリや戦車も導入して
臨場感あふれる訓練が披露されました。親子で訓練を観
覧した長尾浩明さん（52歳・那賀川町）は、「戦車の空
砲の音がすごかった。国土防衛訓練に励む隊員の勇姿が
見られてよかったです。開設１周年を迎え、これからも
身近な駐屯地であってほしいです。」と話していました。

開設１周年を祝して
徳島駐屯地で記念行事を開催

　市は、学科再編構想を進める阿南工業高等専門学校に
化学分野を専門とする技術者養成課程（化学コース）の
設置を要望しました。
　要望の内容は、市内に立地する化学系企業、ＬＥＤ関
連企業等で活躍できる専門技術者の養成や、放置竹林問
題等の環境改善を図るための、竹や木質材を活用した化
学物質製品の商品化を支援することを目的としたもので
す。３月 26日、岩浅市長は同校を訪れ、吉田靖校長に
要望書を手渡しました。吉田校長は「市からの要望は大
きな力になります。４月に創立50周年を迎えたことを
弾みとして、ぜひ学科再編を実現させたいです。」と話
していました。

学科再編構想を進める阿南高専に
化学分野の技術者養成課程設置を要望
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　本市は、プロサーファーとして世界の舞台で活躍して
いる武知実波さん（19歳・桑野町）に、阿南市の魅力
を広くＰＲしていただこうと「阿南ふるさと大使」を委
嘱しました。本市が「阿南ふるさと大使」を委嘱するの
は今回が初めてです。
　３月29日、市長公室で委嘱状交付式が行われ、岩浅
市長から武知さんに委嘱状と観光パンフレットが手渡さ
れました。「世界ツアーに参戦した中学２年の頃から、
阿南の海のすばらしさを実感するようになりました。こ
うしてプロサーファーになれたのも阿南の海のおかげ。
世界中の人々に阿南市の魅力を伝えたいです。」と意気
込みを語っていました。

プロサーファーの武知実波さんに
「阿南ふるさと大使」を委嘱

　平成23年９月に、台風12号の影響で橋の一部が流失
した市道山路深瀬線（中央橋）の復旧工事が完了し、３
月28日に通行が再開されました。４月８日には、新学
期を迎えた児童が中央橋を渡って登校する姿も見られ、
以前と変わらない日常が戻っています。
　中央橋は、地元の皆さんにとってなくてはならない大
切な生活道路であり、通学道路でもあります。緑の山々
と那賀川の清流に溶け込んだ潜水橋のある風景は、周辺
地域のみならず、本市にとっても大変貴重な財産で、市
では一日も早い原形復旧をめざして工事を進めてきまし
た。５月３日㈷には、中央橋付近で「第25回阿南の加
茂谷鯉まつり」が行われます。

中央橋の復旧工事が完了
３月28日から通行が再開されました

　橘保育所と橘幼稚園を統合した認定こども園「橘こど
もセンター」が完成し、３月30日に落成式が行われま
した。
　「橘こどもセンター」は、橘保育所と橘幼稚園の名称
はそのまま残し、センター内に両施設が共存する「幼保
連携型認定こども園」として開設されました。受入定員
は、0歳児から 5歳児までの90人で、現在 80人の園児
が元気に登園しています。
　同園は、橘小学校跡地に建設され、沿岸部からの距離
が約300mと以前より遠くなり、南側斜面の急傾斜地崩
壊対策も併せて講じられ、防災面の環境も改善されまし
た。

橘保育所と橘幼稚園を統合した
認定こども園「橘こどもセンター」が完成

　４月16日、加茂町の一宿寺から四国霊場21番札所・
太龍寺に通じる「かも道」（約4.4㎞）沿いに、市職員
と地元住民20人が、太龍寺への方向と距離を示した誘
導サイン13基と、歴史的な石造物など紹介した説明板
５基を設置しました。山中の遍路道を安心して目的地ま
で歩いてもらおうと、県が製作した看板（縦15㎝、幅
40㎝、高さ60㎝）を、市が地元に呼びかけて設置しま
した。作業に参加した森本隆一さん（68歳・加茂町）は、
「これで安心して歩いてもらうことができます。説明板
が『かも道』の魅力をいっそう引き立てています。」と
話していました。今後、鶴林寺から太龍寺へ通じる「太
龍寺道」にも看板を設置する予定です。

県・市・地元住民が協働で
遍路道に誘導サインと説明板を設置
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平
成
25
年
阿
南
市
議
会
３
月
定
例
会
に

お
い
て
、
阿
南
市
出
身
の
世
界
的
版
画
家
、

吹
田
文
明
（
ふ
み
あ
き
）
さ
ん
（
86
歳
）

が
阿
南
市
名
誉
市
民
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
名
誉
市
民
が
誕
生
す
る
の
は
、
14

年
ぶ
り
４
人
目
で
、
文
化
界
で
は
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

　
今
月
号
は
、
吹
田
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
や
代
表
的
な
作
品
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
３
月
末
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

様
子
を
掲
載
し
ま
す
。
故
郷
あ
な
ん
を
離

れ
て
久
し
い
偉
大
な
芸
術
家
・
吹
田
さ
ん

が
版
画
に
出
会
う
ま
で
並
び
に
最
近
の
動

向
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
）
阿
南
市
東
京
事
務
所

吹
田
邸
へ

　

東
京
都
世
田
谷
区
。
東
京
23
区
の
南
西

部
に
位
置
し
、
阿
南
市
の
４
分
の
１
に
も

満
た
な
い
面
積（
58
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
徳
島
県
よ
り
も
多
い
人
口
（
88
万
人
：

東
京
23
区
中
最
多
人
口
）
が
密
集
す
る
人

口
過
密
地
域
だ
。
し
か
し
、
吹
田
さ
ん
が

暮
ら
す
地
区
は
、
世
田
谷
の
郊
外
に
あ
り
、

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
平
日
の
午
後
２

時
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
寄
り
駅
の

人
の
往
来
は
想
像
し
て
い
た
ほ
ど
で
も
な
い
。

　

駅
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
で
吹
田
邸
に

到
着
。「
閑
静
な
住
宅
地
」
を
絵
に
描
い

た
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。
周
辺
は
ゆ
っ
た

り
と
し
た
空
気
が
漂
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
者
と
し
て
は

心
中
は
穏
や
か
で
は
な
い
。
何
し
ろ
相
手

は
初
対
面
の
名
誉
市
民
で
、
肩
書
は
「
世

界
的
版
画
家
」「
前
日
本
美
術
家
連
盟
理

事
長
」「
多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授
」「
紫

綬
褒
章
受
章
」「
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
受

章
者
」
で
あ
る
。

　

約
束
の
時
間
が
来
た
の
で
、
恐
る
恐
る
、

し
か
し
努
め
て
平
静
を
装
い
、
玄
関
の
扉

を
開
け
た
。
す
る
と
、
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
「
い
や
あ
、
遠
い
と
こ
ろ
を
わ
ざ

わ
ざ
ど
う
も
。
ご
苦
労
様
で
す
。」
と
丁

重
に
ご
挨
拶
を
し
て
く
だ
さ
る
優
し
い
吹

田
さ
ん
。
そ
の
瞬
間
に
、
極
度
の
緊
張
か

ら
解
放
さ
れ
た
気
分
に
な
っ
た
。

　

前
年
に
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
を
し
た
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り

で
応
接
間
に
案
内
さ
れ
、
ソ
フ
ァ
に
腰
か

版
画
家 

吹
田

文
明 

氏

人
は
み
な
、

才
能
と
い
う
宝
を

も
っ
て
生
ま
れ
る

吹田 文明（ふきた ふみあき）氏
阿南市出身・東京都世田谷区在住・86歳
大正15年	 那賀郡富岡町に生まれる
昭和22年	 徳島師範学校（現徳島大学）卒・日和佐小学校勤務
昭和24年	 東京美術学校（現東京芸術大学）へ研修派遣
昭和25年	 大田区立大森第四小学校教諭
昭和42年	 サンパウロ・ビエンナーレ版画部門最優秀賞受賞
昭和44年	 多摩美術大学に教授として招聘される
平成元年	 紫綬褒章受章
平成６年	 日本版画協会理事長就任
平成10年	 勲四等旭日小綬章受章
平成16年	 日本美術家連盟理事長就任
現　　在	 日本版画協会名誉会員、多摩美術大学名誉教授ほか

プロフィール

スペシャル　インタビュー
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け
る
と
、
し
ゃ
れ
た
透
明
の
ガ
ラ
ス
テ
ィ

ー
ポ
ッ
ト
で
、
吹
田
さ
ん
自
ら
緑
茶
を
入

れ
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
２
時
間
、
吹

田
さ
ん
は
終
始
優
し
い
笑
顔
で
、
ま
た

時
々
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
少
年
の
よ
う
な
笑

顔
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

幼
少
期
～

日
和
佐
小
学
校
勤
務

徳
島
師
範
学
校
（
現
徳
島
大
学
）

に
進
む
ま
で
の
14
年
間
を
生
ま
れ
故
郷
の

富
岡
で
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

　
「
僕
は
大
正
15
年
生
ま
れ
で
、
当
時
の

富
岡
は
県
南
の
文
教
都
市
と
い
う
感
じ
で

し
た
ね
。
静
か
な
城
下
町
だ
っ
た
ん
だ
け

れ
ど
、
天
神
祭
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ

た
。
実
家
の
近
く
に
桑
野
川
が
あ
り
ま
し

て
ね
、
幼
い
こ
ろ
は
素
っ
裸
、
小
学
校
に
入

っ
て
か
ら
は
『
ネ
コ
フ
ン
』
と
い
う
黒
い
小
さ

な
ふ
ん
ど
し
姿
で
よ
く
泳
い
で
い
ま
し
た
」

　
「
父
親
は
発
明
好
き
で
、
ま
た
映
画
好

き
で
も
あ
り
、
時
々
僕
を
連
れ
て
徳
島
市

の
映
画
館
を
ハ
シ
ゴ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
手
先
が
器
用
で
、

絵
を
描
い
た
り
物
を
作
っ
た
り
す
る
の
が

好
き
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
今
思
え
ば
、
父

親
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
僕
ら
が
小
学
校
に
あ
が
る
時

か
ら
１
年
生
の
国
語
の
教
科
書
が『
ハ
ト
・

マ
メ
』
か
ら
『
ス
ス
メ
・
ス
ス
メ
・
ヘ
イ

タ
イ
ス
ス
メ
』
に
変
わ
り
ま
し
た
。
軍
国

教
育
に
変
わ
っ
た
時
代
で
す
。
小
学
校
６

年
の
時
、
町
内
か
ら
今
の
富
岡
小
学
校
の

場
所
に
移
転
し
た
の
で
す
。
６
年
生
の
私

た
ち
は
、
自
分
の
机
や
椅
子
を
運
び
ま
し

た
。
中
庭
を
み
ん
な
で
掘
っ
て
池
を
つ
く

り
、
築
山
を
つ
く
っ
て
「
一
心
庭
」
と
な

づ
け
て
卒
業
し
ま
し
た
」

終
戦
を
は
さ
ん
で
徳
島
師
範
学
校

を
卒
業
さ
れ
、
す
ぐ
に
日
和
佐
小
学
校
勤

務
で
す
ね
。

　
「
戦
前
は
、
国
防
と
教
育
は
国
家
の
責

任
で
あ
る
と
言
っ
て
、
師
範
学
校
な
ど
は

全
部
無
料
で
し
た
。
私
は
６
年
間
、
年
３

５
０
円
の
寄
附
学
生
だ
っ
た
ん
で
す
」

　
「
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
地
方

公
務
員
と
し
て
日
和
佐
小
学
校
の
教
員
に

な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
僕
は
教
員
な
ん

か
し
た
く
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
（
笑
）。

だ
い
た
い
絵
描
き
に
な
り
た
く
て
学
校
に

行
っ
て
た
ん
だ
か
ら
」

　
「
牟
岐
線
は
１
日
３
本
く
ら
い
し
か
走

っ
て
な
か
っ
た
か
ら
、
朝
の
６
時
ご
ろ
家

を
出
て
風
景
の
油
絵
を
１
枚
描
い
て
か
ら
、

富
岡
駅
の
水
道
で
顔
を
洗
っ
て
汽
車
に
乗

る
と
い
う
生
活
で
し
た
が
、
よ
く
学
校
を

休
み
ま
し
た
。
当
時
は
代
用
教
員
が
主
で
、

師
範
学
校
出
の
教
員
が
少
な
か
っ
た
。
僕

の
３
つ
上
と
４
つ
上
は
ほ
と
ん
ど
が
戦
死

し
ま
し
た
。
２
つ
上
が
特
攻
に
行
く
直
前

に
終
戦
に
な
っ
た
。
戦
後
は
そ
れ
ま
で
と

教
育
が
１
８
０
度
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。
学
校
の
先
生
に
再
度
、
民
主
主
義

教
育
を
し
直
す
よ
う
な
時
代
。
先
生
方
の

や
る
気
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
食
べ
る
も

の
は
な
い
し
、
時
々
学
校
に
行
く
ぐ
ら
い

で
も
学
校
を
首
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
「
日
和
佐
小
学
校
で
は
、
朝
礼
が
終
わ

る
と
子
ど
も
た
ち
を
大
浜
海
岸
ま
で
連
れ

て
行
っ
て
、
写
生
を
さ
せ
て
自
分
も
絵
を

描
い
て
遊
ん
で
ま
し
た
ね
（
笑
）。
そ
の

時
の
子
ど
も
が
今
75
歳
。『
お
兄
さ
ん
と

毎
日
遊
ん
で
た
み
た
い
で
あ
の
頃
は
楽
し

か
っ
た
』
と
言
っ
て
、
い
ま
だ
に
魚
な
ん

か
を
送
っ
て
く
れ
て
ま
す
」

東
京
で
版
画
と
出
会
う

東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
術
大

学
）
で
研
修
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
「
日
和
佐
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
当

時
、
県
の
教
育
長
が
見
能
林
の
井
上
正
雄

さ
ん
と
い
う
立
派
な
方
で
、
た
ま
た
ま
私

の
小
さ
い
こ
ろ
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
東

京
美
術
学
校
へ
半
年
間
の
長
期
研
究
生
と

し
て
派
遣
し
て
く
れ
ま
し
た
。
教
育
長
さ

ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
と
今
で
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
私

の
兄
が
農
林
水
産
省
に
居
て
、
国
会
議
員

を
さ
れ
て
い
た
紅
露
み
つ
さ
ん
に
い
ろ
い

ろ
お
世
話
に
な
っ
た
り
も
し
ま
し
た
よ
。

東
京
美
術
学
校
時
代
は
、
よ
く
映
画
を
見

て
ま
し
た
。
学
校
で
食
べ
る
は
ず
の
弁
当

を
持
っ
て
朝
の
10
時
か
ら
映
画
を
見
て
、

映
画
館
の
中
で
食
べ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
食
糧
事
情
が
悪
か
っ
て

ね
、
外
で
食
べ
て
い
る
と
浮
浪
者
が
寄
っ

て
き
て
危
険
だ
っ
た
ん
で
す
」

破
天
荒
な
研
修
生
で
す
ね
（
笑
）。

　
「
そ
の
こ
ろ
、
東
京
美
術
学
校
に
羽
ノ

浦
町
出
身
の
日
下
八
光
さ
ん
と
い
う
日
本

画
の
教
授
が
お
り
ま
し
て
、
日
下
さ
ん
に

も
随
分
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

な
ぜ
、
版
画
家
に
？

　
「
昭
和
25
年
に
大
田
区
立
大
森
第
四
小

学
校
教
諭
に
任
命
さ
れ
て
、
東
京
で
の
小

学
校
勤
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
４
、
５
年
し
て
、
若
手
図
工
専
科
教

員
を
集
め
て
美
術
の
研
究
を
始
め
た
ん
で

す
。
そ
の
と
き
僕
は
品
川
区
立
御
殿
山
小

学
校
で
絵
だ
け
を
教
え
て
た
ん
だ
け
ど
、

第
１
回
目
の
美
術
研
究
は
版
画
に
し
よ
う
、

場
所
は
吹
田
が
い
る
御
殿
山
小
学
校
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
昭

和
31
年
６
月
に
全
国
版
画
教
育
研
究
発
表

会
を
御
殿
山
小
学
校
で
や
り
ま
し
て
ね
、

そ
の
情
熱
が
実
っ
て
、
第
４
回
全
国
小
・

中
学
校
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
学
校
賞
を
受

け
た
ん
で
す
」

　
「
僕
は
東
京
に
出
て
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協

会
に
属
し
て
て
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展
で
最

初
は
油
絵
を
出
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
昭

和
30
年
に
棟
方
志
功
氏
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
版
画
部
門
最
高
賞
を
取

っ
て
、
世
の
中
の
注
目
が
版
画
に
移
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
版
画

を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」

　
「
棟
方
氏
が
取
っ
て
か
ら
12
年
後
、
第

９
回
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
で

私
も
版
画
部
門
の
大
賞
を
い
た
だ
き
、
多

摩
美
術
大
学
に
招
聘
さ
れ
ま
し
た
が
、
小

学
校
の
教
師
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」

● Special  Interview
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喜
び
の
声

　
こ
の
た
び
は
吹
田
文
明

先
生
が
名
誉
市
民
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
に
は
地
元
の
ゆ
か
り

と
い
う
こ
と
で
県
立
近
代

美
術
館
に
も
多
大
な
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
２
０
０
６
年
に

世
田
谷
美
術
館
と
の
共
催

に
よ
り
個
展
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
ご
縁

も
あ
っ
て
、
な
に
か
に
つ

け
若
輩
の
私
に
励
ま
し
の

お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
そ
れ
は
き
っ
と
、

歩
み
を
見
守
っ
て
く
れ
る

存
在
の
大
切
さ
を
先
生
ご

自
身
が
故
郷
を
離
れ
、
ず

っ
と
思
っ
て
こ
ら
れ
た
か

ら
で
は
な
い
か
な
と
い
つ

も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
吹
田
先
生
と
故

郷
を
担
う
人
た
ち
と
の
つ

な
が
り
が
一
層
、
互
い
の

心
を
力
強
く
結
ぶ
も
の
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
朗
報
お
聞
き

し
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
徳
島
県
立
近
代
美
術
館

　
上
席
学
芸
員
　
竹
内
利
夫
さ
ん

青
い
十
字
　
１
９
６
５
年

※
１
９
６
７
年　
第
9
回
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
版
画
部
門
最
優
秀
賞

青
の
世
界
（
Ｂ
）
１
９
７
４
年

※
１
９
７
５
年　
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
三
等
賞

雨
に
散
り
し
友
に
捧
ぐ
Ⅱ
（
戦
後
50
年
の
鎮
魂
詩
）
１
９
９
５
年

白
鳥
座
　
１
９
９
７
年

徳
島
県
立
近
代
美
術
館
蔵
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母
校
で
の
記
念
講
演
会

昨
年
11
月
の
富
岡
小
学
校
創
立
１

４
０
周
年
記
念
式
典
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
富
岡
小
学
校
の
山
田
先
生
と
い
う
図

工
主
任
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち
に
私
の
版

画
を
見
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
文
を

た
く
さ
ん
送
っ
て
く
れ
て
、
感
激
し
ま
し

た
。
私
も
小
学
校
に
22
年
間
勤
め
て
い
ま

し
た
か
ら
ね
。
稲
村
校
長
先
生
か
ら
も
是

非
に
と
い
う
こ
と
で
お
誘
い
を
受
け
ま
し

た
の
で
、
私
の
作
品
を
寄
贈
し
、
子
ど
も

た
ち
に
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
「
人
は
み
な
才
能
と
い
う
宝
を
も
っ
て

生
ま
れ
て
き
ま
す
。
小
学
校
１
、
２
年
生

で
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
３
、
４
年

生
に
な
る
と
自
分
は
何
が
得
意
で
、
何
が

不
得
手
か
自
分
で
も
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て

き
ま
す
。
運
動
が
得
意
な
人
、
国
語
が
得

意
、
音
楽
が
好
き
と
自
分
の
好
き
な
も
の

得
意
な
も
の
を
伸
ば
し
て
い
け
ば
良
い
の

で
す
。
好
き
な
こ
と
な
ら
少
し
く
ら
い
苦

し
く
と
も
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
我

慢
で
き
る
で
し
ょ
う
。
や
が
て
立
派
な
車

掌
さ
ん
、
日
本
一
の
大
工
さ
ん
、
科
学
者
、

音
楽
家
、
何
に
で
も
な
れ
ま
す
。
自
分
の

得
意
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。
と
話
し
ま

し
た
」現

在
の
活
動
状
況

今
も
創
作
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
？

　
「
今
も
作
品
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
よ
。

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
展
が
４
月
に
、
版
画

協
会
展
が
10
月
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点

ず
つ
出
品
し
て
い
ま
す
。
前
は
２
点
ず
つ

出
し
て
た
ん
で
す
け
ど
ね
」

　
「
そ
の
ほ
か
に
、
多
摩
美
術
大
学
で
年

に
３
回
、
学
生
の
作
品
を
批
評
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
理
事
を
務
め
る
日
本
美
術

家
連
盟
で
月
１
回
の
会
合
も
あ
る
し
、
ま

だ
決
定
し
て
い
な
い
け
ど
も
少
し
大
き
な

仕
事
も
引
き
受
け
な
あ
か
ん
か
も
し
れ
な

い
。
結
構
忙
し
い
で
す
よ
、
こ
の
年
に
な

っ
て
も
」

　
「
私
の
版
画
の
作
風
が
抽
象
か
ら
具
象

へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
80
歳
ま
で
は

理
論
的
造
形
作
品
。
80
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

は
自
分
の
好
き
な
も
の
を
作
っ
て
ま
す
。

良
く『
字
は
人
な
り
』と
言
わ
れ
る
が
、『
絵

は
人
な
り
』
で
す
ね
」

最
後
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
か
ら
手
厚
く
お
心
遣
い
を

頂
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、
そ

ん
な
こ
と
ば
か
り
し
て
、
阿
南
の
皆
さ
ま

か
ら
お
世
話
に
な
り
続
け
て
い
る
私
が
選

ば
れ
て
大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
が
、
同

時
に
素
晴
ら
し
く
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
阿
南
市
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　

５
月
１
日
、
阿
南
市
制
施
行
55
周
年
記

念
式
典
で
、
吹
田
文
明
さ
ん
に
阿
南
市
名

誉
市
民
証
を
贈
呈
し
ま
す
。
会
場
に
は
、

吹
田
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

貴重なアトリエでの一コマ。手前の機械が吹田式木版プレス機。

職人の道具。この刀で木版に命が刻み込まれる。

これまでの名誉市民

平成11年12月20日決定
日亜化学工業株式会社創業者

小川　信雄 氏
明治45年7月9日生（享年90歳）

昭和61年7月24日決定
初代阿南市長

澤田　紋 氏
明治45年4月14日生（享年74歳）

昭和43年10月12日決定
日本初の女性国会議員

紅露　みつ 氏
明治26年5月10日生（享年87歳）

徳島高等工業学校応用化学科製薬化学部卒業。
昭和23年、協同医薬研究所を創設。昭和31年、
日亜化学工業株式会社に改組し、社長に就任。
蛍光灯、ブラウン管をはじめ、ＬＥＤ、半導体
レーザーなどにも事業拡大し、世界的に著名な
企業に成長させた。40有余年の長きにわたり、
地域産業の発展と地元企業として雇用の場の創
出に卓越した手腕を発揮した。昭和19年に勲
四等瑞宝章、平成11年に徳島県民賞を受賞。

那賀郡富岡町長を 2 期務め、昭和33年5 月、
阿南市発足により初代市長に就任。以後 3期
12年間にわたって市の基盤づくりに献身した。
神崎製紙、国立工業高等専門学校の誘致や、各
産業の振興に努め、阿南市発展に偉大な足跡を
残した。市長退任後も、社会福祉協議会会長、
阿南信用金庫理事長等の要職を歴任。長年にわ
たる地方自治功労が認められ、昭和47年10月
に藍綬褒章、昭和57年4 月に勲四等旭日小綬
章を受章。

群馬県碓氷郡に生まれる。桑野村生まれの元代
議士、紅露昭氏と結婚。昭和21年に戦後初の
総選挙に出馬、当選し、衆議院議員として政界
デビューした。翌年参議院議員に鞍替えし、以
後連続 4期にわたり参議院議員を務めた。こ
の間、参院在外同胞引揚特別委員長（婦人とし
ては両院通じて初の委員長）、第二次鳩山内閣
の厚生政務次官など数多くの要職を歴任、これ
らの功績により、昭和40年4 月、勲二等宝冠
章を受章。

● Special  Interview
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　よしもと人気芸人たちが全国各
地をお笑いツアーで訪れる「週末よ
しもと」が阿南にやってきます！
　あの爆笑コントが、あのネタ
が、そして泣く子も笑う新喜劇。
テレビとはひと味違う生の笑い
をご堪能ください。
日　時　５月26日㈰　２回公演
１回目　13:00開演　12:30開場
２回目　16:00開演　15:30開場
場　所　市民会館　大ホール
出　演　お笑いライブ（Ｗヤング、
海原やすよともこ、テンダラー、銀シャリ、もりやすバ
ンバンビガロ）新喜劇（辻本茂雄、末成由美ほか）
※都合により出演者が変更になる場合があります。
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

日　時　６月９日㈰　14:00 開演
場　所　文化会館　夢ホール
入場料　500 円（小学生以上）
※４歳以上の未就学児は無料
出演者　
都築 知恵子（ヴァイオリン）
野間 こずえ（ピアノ）
真鍋 美恵（ソプラノ）

「みんなでピアノ物語」「夢ホールコン
サート」において来場者の投票により

「オーディエンス賞」を受賞した３組
が出演します。
前売り券販売場所
文化会館、市民会館、情報文化センタ
ー、アピカ、フジグラン阿南、平惣書店、黒崎楽器
※４歳未満は入場できません。（ただし親子室は可、要予約。）
※託児室あります。（10 カ月～８歳、１週間前までに要予約。）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

セ
ン
タ
ー

科
学

子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
、
子
ど
も

向
け
の
科
学
実
験
や
工
作
が
で
き
る
特
設
の

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
土
星
観
望
会
も
実
施
し

ま
す
。
予
約
不
要
で
無
料
で
す
。

期
間　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

日
替
実
験
工
作
ブ
ー
ス　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

お
も
し
ろ
科
学
実
験　

午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～
、
3
時
〜

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
1
時
15
分
〜
、
3

時
〜

土
星
観
望
会　
午
後
７
時
～
９
時

※
悪
天
候
の
場
合
、
観
望
会
は
中
止
し
ま
す
。

※
催
し
の
内
容
等
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

メールアドレス　science@ananscience.jp

■ 全国お笑いライブ　週末よしもと
「よしもとが阿南にやってくるよ！」

■ ロレアコンサート

　市内を中心とした美術愛好家の皆さんの力作をぜ
ひご覧ください。
日　時　５月３日㈷～５日㈷　 9:00～17:00
　　　　※５日㈷は16:00まで　
場　所　文化会館　視聴覚室・研修室　
入場料　無料
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 第52回阿南市美術展

　音楽が大好きな子どもたちの演奏会です。皆さん
の出演をお待ちしています。
日　時　６月23日㈰　13:30開演予定
場　所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち
　　　　（未就学児童を含む）
演奏方法　電子楽器、音声拡声器を使用しない洋楽

器による生演奏
演奏形態　独奏およびアンサンブル
申込方法　出演申込書を情報文化センターまで郵送

または持参してください。
申込書配置場所　情報文化センター、文化会館、市

民会館、各図書館、各公民館
参加費　 無料
申込締切日　５月19日㈰
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 「ジュニアコンサート」出演者募集

あなんカルチャー
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か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

「
デ
ジ
カ
メ
で
土
星
を
撮
ろ
う
」

　

お
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
で
、
リ
ン
グ
を
持
つ

惑
星
や
土
星
を
撮
影
し
ま
す
。

日
時　
５
月
24
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作
が

で
き
る
小
学
生
以
上
の
方

参
加
方
法　
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。

※
5
月
３
日
〜
5
日
は
、
子
ど
も
科
学
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

※
内
容
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回
。
実
施
時
間
は
約
30
分
。

※
5
月
３
日
〜
5
日
は
、
子
ど
も
科
学
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

※
内
容
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日　

７
日
㈫
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
86

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

福
井
庄

　

福
井
庄
の
庄
域
は
旧
福
井
村
、
旧
椿
村

全
域
に
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
庄
域
は
古
く
か
ら
開
け
て
い
た
。

た
と
え
ば
福
井
町
中
連
遺
跡
は
縄
文
後
期

と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
四
年
の
台
風

に
よ
っ
て
福
井
川
が
は
ん
濫
し
水
田
の
表

土
が
流
さ
れ
た
時
、
つ
つ
み
一
杯
の
土
器

が
採
集
さ
れ
た
。
こ
の
中
か
ら
磨
消
縄
文

土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
現
在
、
遺
跡
は
消

滅
し
て
い
る
。

　

福
井
町
大
西
の
荒
神
谷
遺
跡
、
福
井
町

中
内
、
椿
町
船
瀬
の
船
瀬
遺
跡
、
椿
町
加

茂
前
の
加
茂
神
社
遺
跡
か
ら
弥
生
時
代
の

遺
跡
が
出
て
い
る
。

福
井
庄
の
成
立

　

立
庄
の
年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し

か
し
、
嘉
元
三
（
一
三
〇
五
）
年
七
月
二

十
六
日
、「
亀
山
院
処
分
状
」
に
「
福
井

庄
外
四
庄
」
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
福

井
庄
は
皇
室
領
で
あ
る
。
上
記
処
分
状
に

よ
っ
て
亀
山
上
皇
か
ら
後
二
条
天
皇
に
伝

領
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
下
福
井
村
岩
浅
嘉
蔵
文
書
」（「
阿
波

国
徴
古
雑
抄
」
所
収
）
に

　
「
福
井
庄
内
ニ
而
五
拾
貫
領
、
指
二
遣
之

一
候
、
全
所
務
可
レ
有
レ
之
」
と
あ
り
、
岩マ

マ

見
守
と
諸
事
相
説
」
せ
よ
と
あ
る
。
こ
の

文
書
は
東
条
関
之
兵
衛
実
光
が
天
文
元
年

中
夏
日
に
橘
朝
臣
岩
浅
甚
九
郎
に
宛
て
た

も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
森

志
摩
守
村
春
が
椿
泊
へ
封
じ
ら
れ
た
時
、

「
福
井
庄
で
三
千
石
を
与
え
ら
れ
た
」
と

あ
る
。
天
正
十
年
、
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
検

地
に
よ
っ
て
す
で
に
荘
園
制
は
崩
壊
し
て

い
る
が
、
庄
名
は
俗
称
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
時
代
は
特
定
で
き

な
い
が
、
福
井
里
に
福
井
庄
が
立
券
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
福
井
町
小

谷
の
弥
勒
菩
薩
坐
像
（
昭
和
四
十
二
年
一

月
十
七
日
、
県
文
化
財
＝
有
形
、
彫
刻
＝

に
指
定
）
で
あ
る
。

　

こ
の
坐
像
は
板
碑
で
、
ほ
ぼ
舟
型
の
細

長
い
和
泉
砂
岩
で
作
ら
れ
て
い
る
。
問
題

は
銘
文
で
あ
る
。

　

こ
の
板
碑
は
高
さ
九
二
・
五
セ
ン
チ
、

厚
さ
八
セ
ン
チ
か
ら
六
・
五
セ
ン
チ
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
三
つ
に
割
れ
て
い
る
。

　

こ
の
板
碑
上
部
半
分
に
蓮
華
座
に
坐
し
、

転
法
輪
相
を
し
た
弥
勒
菩
薩
像
を
線
刻
し
、

そ
の
下
に

　

阿
波
国
海
部
郡
福
井
里
大
谷
内

　

奉
造
立
当
来
生
人
安
持
仕

弥
勒
菩
薩　

寿
永
四

正
月
廿
八
日

　

願
主　

藤
原
満
量
妻
為
藤
原

と
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
福
井
里
は
当
時
海
部

郡
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
寿

永
四
年
正
し
く
は
元
暦
二
年
正
月
と
記
す

べ
き
で
あ
る
。

　

当
時
、
阿
波
国
は
平
家
の
勢
力
下
に
あ

っ
た
。
藤
原
満
量
の
妻
が
娘
の
死
を
悲
し

ん
で
建
立
し
た
も
の
で
娘
の
名
は
銘
文
が

磨
滅
し
て
い
て
判
語
で
き
な
い
。
満
量
は

福
井
の
住
人
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
人
物
か
分
か
ら
な
い
。

〈
参
考
〉「
阿
南
市
史
」
第
一
巻

　
　
　
　
「
阿
南
市
の
文
化
財
」

中連遺跡があった福井駅付近
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旧
富
岡
町
は
、
戦
国
時
代
に
は

６
０
０
余
年
か
ら
お
よ
そ
２
０
０

年
に
わ
た
り
新
開
氏
一
族
に
よ
り

統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
讃
岐
白

峰
の
戦
い
で
、
北
朝
の
侍
大
将
と

し
て
活
躍
し
た

新
開
遠
江
守
真

行
が
阿
波
新
開

の
祖
に
な
り
ま

す
。

　

新
開
氏
に
は

治
績
六
業
と
い

わ
れ
る
功
績
が

あ
り
、
ひ
と
つ
に
牛
岐
最
後
の
城

主
・
実
綱
の
天
正
年
中
の
頃
の
新

開
桜
の
移
植
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

淡
い
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
、
濃
い

紅
の
ガ
ク
、
若
草
色
の
長
い
花
柄

の
桜
花
は
、
旧
正
月
に
花
咲
く
元

旦
桜
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
祖
新
開

荒
次
郎
実
重
（
源
平
盛
衰
記
に
登

場
）
ゆ
か
り
の
武
蔵
国
か
ら
実
綱

が
取
り
寄
せ
た
新
開
桜
は
、
領
家

町
の
船
越
家
に
て
栄
華
を
忍
ば
せ

る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
ま

し
い
幹
か
ら
枝
が
張
り
出
し
、
満

開
時
に
は
可か

憐れ
ん

な
桜
花
が
咲
き
誇

り
ま
す
。

　

一
領
具
足
で
民
を
戦
い
に
駆
り

出
し
四
国
を
手
中
に
し
、
滅
ん
だ

長
宗
我
部
元
親
。
農
業
や
教
育
の

振
興
・
水
利
事
業
・
社
寺
建
立
・

港
湾
整
備
等
の
業
を
な
し
、
戦
国

の
世
に
あ
り
な
が
ら
平
和
だ
っ
た

こ
の
地
の
民
に
、
精
神
的
な
安
ら

ぎ
を
与
え
よ
う
と
新
開
桜
を
手
の

ひ
ら
に
乗
せ
た

新
開
遠
江
守
実

綱
。
下
克
上
の

世
に
あ
り
手
段

を
選
ば
ぬ
元
親

に
謀
殺
さ
れ
た

武
将
だ
と
し
て

も
、
新
開
桜
を

愛
で
た
実
綱
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

可
憐
な
桜
花
を
仰
ぎ
見
て
そ
の
優

し
い
心
を
思
う
時
、
弥
生
の
優
し

い
風
に
桜
花
が
揺
ら
ぎ
、
一
陣
の

爽
や
か
な
風
が
体
を
吹
き
抜
け
て

い
き
ま
す
。

　

次
は
、
新
野
町
の
黒
川
喜
美
恵

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

山
西　

成
彬

病
む
友
は
己
が
余
命
を
語
り
た
り
わ
れ
晩
年
を
生
き

て
い
る
か
も

　
　
　
　
　
　

岩
浅
タ
ミ
子

ベ
ゴ
ニ
ア
の
原
種
と
歌と

友も

の
持
ち
呉
れ
し
秋
海
棠
は

形
見
と
な
れ
り

　
　
　
　
　
　

五
島　

秀
子

国
道
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
眩
し
き
ト
レ
ー
ラ
ー
深
海
を
行
く
怪

魚
を
思
う

　
　
　
　
　
　

原　

美
智
子

蝉
し
ぐ
れ
父
の
ぬ
く
も
り
知
ら
ぬ
掌
に
線
香
さ
さ
ぐ

終
戦
記
念
日

　
　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

隅
を
刈
る
吾
の
回
り
を
銀
蜻や
ん
ま蜒

と
ぶ
は
稲
刈
り
見
に

来
し
夫
か

　
　
　
　
　
　

岡
久　

利
永

幼
き
日
ま
ず
仏
壇
に
と
言
い
し
祖
母
祖
父
母
も
父
母

も
今
そ
こ
に
在
る

　
　
　
　
　
　

矢
野　

道
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
す
ず
ろ
白
百
合
の
揺
る
る
姿

に
迎
へ
ら
れ
た
り

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

多
田
紀
久
代

北
大
へ
意
志
貫
き
し
入
学
す

　
　

瀬
藤　

豊
子

子
の
家
に
移
る
ち
ち
は
は
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

裕
子

春
光
や
水
面
を
あ
が
る
四
つ
手
網

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

當
代

八
十
路
坂
笑
み
を
宝
に
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　

久
田　

美
恵

の
ど
飴
の
口
に
解
け
た
る
春
の
雪

平
野　

貞
子

「
お
大
事
に
」
と
黄
砂
降
る
夜
を
別
れ
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

耕
風

余
生
ま
だ
あ
る
を
信
じ
て
苗
木
買
う

近
藤
ヤ
ス
子

ピ
カ
ピ
カ
の
自
転
車
届
き
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

千
香

梅
の
香
に
さ
そ
わ
れ
行
け
ば
友
に
友

　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

浩
一

春
め
い
て
歩
幅
の
伸
び
る
散
歩
か
な

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

原　

公
美
子

口
笛
の
自
転
車
が
行
く
新
学
期

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

子
や
孫
に
踊
ら
さ
れ
て
る
至
福
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

や
る
気
で
る
掃
除
の
時
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

征
介

こ
こ
だ
け
の
話
に
し
て
は
高
い
声

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

多
数
決
延
長
戦
の
な
い
ル
ー
ル

464

市
民
文
芸

富岡町
喜多 啓吉さん

実
綱
ゆ
か
り
の

新
開
桜
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阿南市立図書館だより
5月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

休 休 休 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 休 休 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆阿波公方の苑美化作業）

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図
書館車「ひまわり号」

阿南図書館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14:00 ～ 15:00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30 ～ 11:00  

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　５月11日㈯　8:30 ～ 10:00
　※雨天の場合は19日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  9日㈭ 椿 泊 漁 協 前 14:30～15:00
10日㈮ 桑野コミュニティセンター前 14:30～15:00
16日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

17日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30
　 上 中 分 館 前 14:00～14:30

22日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:30～15:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
23日㈭ 大 潟 分 館 前 13:30～14:00

山 口 分 館 前 14:45～15:15
24日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
30日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 13:30～14:00

橘 団 地 前 14:30～15:00
　 　 福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

5月の巡回日程

としょかんライフ

ご存知ですか？
図書館にはこんな資料もあります！

もちろん貸出 OK！

Let’s enjoy

☆CDブック
　『昭和の名人・古典落語名演集』　五代目志ん生、六代
目円生、昭和の落語全盛期に活躍したはなし家12人の
十八番をCD録音で堪能できます。

☆郷土資料
　阿南市や徳島県に関係する資料を集めたコーナーがあ
ります。市史や町誌、行政資料だけでなく地元ゆかりの
作者の小説や歌集、句集もたくさん所蔵。お知り合いの
方の書いた本があるかもしれません。（一部貸出できな
い資料があります）

☆紙芝居
　こわいお話、笑えるお話をはじめ大人も楽しめる昔話
などいろいろなお話がいっぱいです。おはなし会や敬老
会での上演、自宅での利用にもどうぞ。
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広報あなん７月号への掲載は
5月31日㈮までにお届けください。

内容　ホームステイ、文化交流など
日時　７月24日㈬〜８月13日㈫のうち８〜18日間
派遣先　アメリカ、イギリス、オーストラリア、
カナダ、サイパン、カンボジア、フィジー
対象　小学３年生〜高校３年生
参加費　228,000円〜598,000円

（共通経費は別途必要）
申込締切日　６月３日㈪または10日㈪
※事業によって異なります。
問 公益財団法人　国際青少年研修協会
（☎03－6459－4661）へ

小学生〜高校生のための
夏休み海外派遣参加者募集 

林崎薬師庵は、およそ420年前に建立され
ました。元和８年（1622年）以来60年ごと
に御本尊の御開帳が行われてきました。
日程
５月４日㈷	   9:30〜	 御開帳・式典・法要
	 10:30〜	 一般参拝・詠歌
	 11:00〜	 野点（先着50人）
	 13:00〜	 カラオケ
　　５日㈷	   9:30〜	 御開帳・法要
	 10:30〜	 信経
	 11:00〜	 野点（先着50人）
	 14:00〜	 阿波踊り
	 15:00〜	 餅投げ
場所　見能林町林崎
※天候により日程変更する場合があります。
臨時駐車場をご利用ください。
問 林崎薬師如来奉賛会　渡辺
（☎22－6153）へ

林崎薬師如来　
御開帳

日時　５月９日㈭　9:30〜15:00
※予約制
※相談時間は30分

場所　徳島地方・家庭裁判所
定員　50人（午前25人、午後25人）
※申込人数が定員に達した時点で受付を終
了します。
相談担当者　弁護士
問 徳島地方裁判所総務課庶務係
（☎088－603－0111）へ

憲法週間行事無料法律相談 趣味・教養から語学・資格まで、幅広いジ
ャンルの講座が200コース以上あります。
通信講座で新しい趣味・スキルを身につけ
てみませんか。
受講期間　３カ月〜１年

（講座によって異なります）
募集対象　一般
申込受付期間　通年
※まずは、無料案内書をご請求ください。
問 ＮＨＫ学園（☎042－572－3151）
案内書請求フリーダイヤル
（☎0120－06－8881）へ

ＮＨＫ学園
通信講座
受講者募集中 

山田洋次監督「家族」映画の集大成で、監
督50周年記念作品です。
日時　５月26日㈰

①10:30〜  ②14:00〜  ③18:30〜
場所　文化会館（夢ホール）
入場料　一般　前売1,000円
　　　　　　　当日1,300円
小・中・高・大学生・シニア　1,000円
問 あなんで映画をみよう会　阿部
（☎090－2788－5465）へ

「東京家族」
上映会 

日時　５月19日㈰　10:00〜14:00
場所　那賀川公民館
内容　 ▼利用者手作りの作品展示・即売 ▼

各種模擬店 ▼アトラクション ▼不用品バザ
ー
※不用品バザーの品物（古着は除く）を平
日に作業所までご提供ください。
問 たんぽぽ作業所（☎44－6888）へ

たんぽぽまつり 

スケートボードコ
ンテストは２回目。
今回は、四国で初
めてのガールズス
ケータークラスを設けて実施します。
日時　５月３日㈷　9:00〜

（雨天延期日：４日、５日）
場所　阿南スケートボードパーク
日程　コンテスト受付   9:00〜12:00
　　　コンテスト開始 12:45
　　　※参加費：1,000円
　　　スクール受付   9:00〜  9:50
　　　スクール開始 10:15〜11:15
問 阿南スケートボード協会会長　萩野
（☎090－5276－2508）へ

滑竹祭

●海上自衛隊徳島教育航空群音楽祭
日時　５月17日㈮ 18:30〜（17:30開場）
場所　鳴門市文化会館
出演　海上自衛隊呉音楽隊
入場料　無料（※入場整理券が必要）
※入場整理券は鳴門市文化会館、阿南市役
所、自衛隊徳島地方協力本部、海上自衛
隊徳島航空基地正門ほかで配布します。

●海上自衛隊徳島航空基地一般公開
日時　５月19日㈰　8:00〜15:00
場所　海上自衛隊徳島航空基地
内容　 ▼徳島航空基地マラソン ▼ふれあい
ウオーキング ▼シミュレーター体験飛行 ▼

小学生バレーボール大会 ▼ちびっ子広場・
風船等工作教室

●徳島航空基地マラソン出場者募集
参加費　1,000円（保険料を含む）
申込方法　参加申込書および誓約書（スポ
ーツショップなどに備え付けているパンフ
レット、または徳島教育航空群のホームペ
ージの申込フォームを印刷してご利用くだ
さい）に必要事項を記入のうえ、参加費（定
額小為替）を添えて徳島教育航空群司令部
広報室内「徳島航空基地マラソン」係に郵
送してください。
申込締切日　５月７日㈫（当日消印有効）

問 海上自衛隊徳島教育航空群広報室
（☎088－699－5111）へ

海上自衛隊徳島教育航空群
地域ふれあい感謝デー 
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

公益社団法人阿南法人会では、公益社団法
人化を記念して総会終了後、「海賊とよば
れた男」「永遠の０

ゼロ
」の作者 百田尚樹さん

による講演会を開催します。
日時　５月22日㈬　15:30〜17:00
場所　ロイヤルガーデンホテル（富岡町）
演題　「本屋大賞受賞作『海賊とよばれた男』

を通して考えるこれからの経営者像」
定員　200人　入場料　無料
申込締切日　５月15日㈬
問 公益社団法人阿南法人会（☎23－1055）へ

2013年本屋大賞
受賞作家
百田尚樹さん
講演会 

訓練期間　６月24日㈪〜９月20日㈮　
訓練場所　南部ライフサポートセンター（富岡町）
募集期間　５月27日㈪まで
定員　16人
受講料　無料（テキスト代等10,035円と

実習交通費は自己負担）
問 （公）徳島県労働者福祉協議会　安藤
　 （☎088－622－0520）へ

介護職員初任者研修科
受講生募集 

徳島県の自殺者数は全国でも少ない県の１
つですが、依然150人を超えている状況で
す。自殺予防電話としての「いのちの希
望」が始まって34年になろうとしていま
す。昨年７月から24時間体制で相談を受
け付けています。今年も第38期の電話相
談ボランティアを募集します。
研修日時　毎週水曜日（祝日を除く）

18:30〜21:00
※５月第３週から養成講座開始ですが、い
つからでも受講可
場所　青少年健全育成センター１階

（富岡町トノ町 111番地２）
期間　１年40回　　受講料　30,000円
問 社会福祉法人徳島県自殺予防協会
事務局（☎088－652－6171）へ

「いのちの希望」
電話相談
ボランティア募集

募集訓練科　溶接加工科
訓練期間　６月３日㈪〜11月28日㈭
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　５月７日㈫まで
問 ポリテクセンター徳島
（☎088－654－5102）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構
職業訓練生の募集

許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　５月25日㈯　9:00〜12:00
場所　ひまわり会館
内容　行政に係る許認可手続き（農地転用、
建設業関係、開発許可、自動車運送関係等）
問 徳島県行政書士会徳島南部支部
（☎42－3173）へ

行政書士による無料相談会 

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　５月９日㈭、23日㈭ 13:00〜17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
（☎088－602－0553）へ

若者の就労相談会（予約制）

座ってできる筋肉のストレッチング !!
たった４つの動作で足腰が柔軟になり、
若さが保たれ、腰痛が予防できます。
あなたも気軽に参加してみませんか！
日時　５月29日㈬　13:30〜
場所　富岡公民館１階　和室
講師　真向法協会会長　佐藤良彦さん
定員　50人　初心者大歓迎
※参加費無料、申込みは不要
服装　体操のできる姿で、タオル持参
問 阿南真向会　石澤（☎23－3310）へ

第14回真
ま っ

向
こ う

法
ほ う

体操講習会 
日程　 ▼座学　５月16日㈭ 19:00〜21:00

「海辺の自然とトレッキングの準備」
（ひまわり会館）

▼実習　５月19日㈰   9:00〜15:00
「磯トレッキング」
（大潟町アコメ海岸）

対象　一般、学生（高校生以上）、学校、
施設関係者で、両日参加できる方　

定員　10人　　 参加費　3,000円
※予約が必要です。
問 アウトドアエンジョイサポーターズクラブ
戸川（☎090－7624－1515）へ

アウトドア
エンジョイ
サポーター
養成セミナー
磯トレッキング
参加者募集 

日時　５月19日㈰ 14:00〜（13:30開演）
場所　文化会館（夢ホール）
出演団体　 ▼レディースアンサンブルひま
わり ▼阿南少年少女合唱団・さえずり会 ▼

ブルースカイ合唱団 ▼見能林童謡をうたう
会ぎんのすず合唱団 ▼阿南合唱団 ▼那賀川
童謡を歌う会 ▼ベルゲンブリューダー
ゲスト出演　コール・エ・コールかもじま
※入場無料
問 阿南市合唱祭実行員会　松村
　（☎22－3719）へ

第８回阿南市合唱祭 

日時　５月11日㈯　9:00〜12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、相続の手続き、成年

後見制度や後見人をたてることなど
に関する相談

問 徳島県行政書士会
（☎088－626－2083）
土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
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健康いきいき情報

実施日 採血場所 所在地 採血時間

10日㈮
道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 10:00〜11:10
徳島南部農業共済組合 桑 野 町 12:40〜14:00
阿波銀行阿南支店 富 岡 町 15:00〜16:30

17日㈮
南部総合県民局保健
福祉環境部阿南庁舎 領 家 町 10:00〜11:30

キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13:00〜16:30

24日㈮
阿南テクノスクール 桑 野 町   9:40〜11:10
阿 南 市 消 防 本 部 辰 己 町 12:00〜13:00

※400ml献血のみの実施です。

問 徳島県赤十字血液センター
（☎088－631－3200）へ

 献血にご協力ください（５月）

日時　５月10日㈮　10:00〜11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会

（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、

　健康手帳（無い方は交付します）
問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室

日時　５月16日㈭　10:00〜11:30
（受付は9:30〜）

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　健康運動指導士　

大島理美子さん
対象　おおむね65歳以上の方

（運動制限のない方）
持参物　タオル、バスタオル、飲み物

　健康手帳（無い方は交付します）
問 保健センター（☎22－1590）へ

　冬には風邪が流行ったり、夏には食中毒が
原因で起こったりと、感染症は一年を通して
発生します。最近では中国で発生したインフ
ルエンザA（H7N9）など、新たな感染症も
発生していますが、普段の生活の中でできる
「予防方法」があります。

【予防３原則】
①体に病原体を入れないようにしましょう。
　例えば…手洗い　うがい　咳エチケット　食品の衛生管理（調理後早く食べる等）
②体の抵抗力を高めて、体に侵入した病原体と戦う力をつけましょう。
　例えば…バランスのとれた食事　睡眠　ストレスをためない　適度な運動
③自分が感染症と診断されたときは、周囲の人との接触はできるだけ避けましょう。

小さなことですが、自分と家族、周囲の人を感染症から守るため心がけてみましょう。

問　保健センター（☎22－1590）へ

健康運動教室
「元気で若々しい動きへの近道」
〜可動域と筋力のアップ〜

かもだ岬温泉保養センター

【５月の休館日】
7日㈫、13日㈪
20日㈪、27日㈪

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

予防接種法の改正により、定期の予防接種
対象年齢内に予防接種を受けられなかった
方も、一定期間内であれば、定期予防接種
として接種できるようになりました。くわ
しくは、保健センターまでお問い合わせく
ださい。

対象者
①対象となる重篤な病気にかかった方（対
象となる病気は阿南市ホームページをご
覧になるか、保健センターへお問い合わ
せください）
②臓器移植を受けた後、免疫の機能を抑制
する治療を受けた方
③医学的知見に基づき①または②に準ずる
と認められた方

対象期間
予防接種が受けられなかった要因がなくな
った日から２年以内。ただし、ＢＣＧは４
歳未満、四種混合は15歳未満であること。

問 保健センター（☎22－1590）へ

長期にわたる病気のため
定期予防接種を
受けられなかった方へ

感染症から身を守りましょう

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

講話「おいしく楽しく食べましょ
う」・試食　講師：栄養士

持参物　健康手帳（無い方は交付します）

５月の日程 場　所

  1日㈬ 10:00〜11:30 中野島公民館上中分館

  7日㈫
10:00〜11:30 新 野 公 民 館

13:30〜15:00 宝 田 公 民 館

  8日㈬
10:00〜11:30 那賀川社会福祉会館

13:30〜15:00 加茂谷総合センター

10日㈮
10:00〜11:30 桑野コミュニティセンター

13:30〜15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

13日㈪
10:00〜11:30 福井町総合センター

13:30〜15:00 長 生 公 民 館

14日㈫ 10:00〜11:30 中 林 ふれあい会館

27日㈪
10:00〜11:30 大 野 老人憩いの家

13:30〜15:00 橘 町 総合センター

28日㈫
10:00〜11:30 椿 公 民 館

13:30〜15:00 椿 泊 老人憩いの家

問 保健センター（☎22－1590）へ

達者でおろな健康教室
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て ひ ろば育子
５月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

10日㈮　お母さんへのプレゼント
コスモスフレンズ
代表　小原邦子さん
※要予約

14日㈫　お話を聞こう
17日㈮　なごみの日・子育て教室
21日㈫　作って遊ぼう
28日㈫　お誕生会
  7日㈫・24日㈮・31日㈮

うたって遊ぼう

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

  7日㈫　親子で楽しむ　うたあそび
14日㈫　お外で遊ぼう
21日㈫　保健師による身体計測

※母子手帳を持参
「乳幼児の健康について」の話

28日㈫　おはなしのポケット
お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  7日㈫　お話大好き
14日㈫　みんなで遊ぼう
21日㈫　作って遊ぼう　　　
28日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  8:30〜12:00
� 14:30〜16:00

  7日㈫　みんなで作ろう
14日㈫　おはなしのポケット
21日㈫　みんなで遊ぼう
28日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30〜11:30
日程　10日㈮　桑野公民館
　　　22日㈬　福井公民館
　　　24日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
７日㈫、14日㈫、17日㈮、21日㈫、
28日㈫、31日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
５月

（※＝要予約）
  2日㈭　英語で遊ぼう
  8日㈬　母の日のプレゼント作り
10日㈮　高齢者とのふれあい会※
13日㈪　看護師による健康相談

発育計測
14日㈫　ミュージックケア（乳児）※
18日㈯　10周年感謝祭※
20日㈪　臨時休園
21日㈫　ミュージックケア（幼児）
22日㈬　発育計測
23日㈭　お誕生会
24日㈮　おはなしコロリン
29日㈬　パトカー・消防車見学※

（おひさまひろばは休園）
問 那賀川子育て支援センター
（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00
５月

子育て一言メモ

　今年のＮＨＫ大河ドラマで一躍有名
になった会津藩の「什

じゅう

の掟
おきて

」。そのス
トレートな言葉は、かえって新鮮な感
があります。
　「虚言を言うことはなりませぬ」「卑

ひ

怯
きょう

な振る舞いをしてはなりませぬ」「弱
いものをいじめてはなりませぬ」全て
今の子育てに生かせるものです。そし
て、この「什の掟」の最後は「ならぬ
ことはならぬものです」の文句で結ば
れています。
　現代の子育てにおいて、私たち大人
は理由や説明をつけて子どもたちを指
導しようとします。これはこれで、と
ても大切なことではあります。しかし、
時には、理屈でない強い教えも必要で
はないでしょうか。本当に重要なこと
は、私たち大人が幼いうちから押しつ
けてもよいのではありませんか。子ど
もをよくするために遠慮なんかいらな
いはずです。� 学校教育課 

－ならぬことはならぬものです－

　３つの予防接種が任意接種から定期予防接種になり、名称も変更されました。内容に大き
な変更はありませんが、予防接種による健康被害があった場合、国が認定すれば予防接種法
に基づく救済制度が受けられるようになります。
　ただし、定められた間隔で接種した場合に限りますので、四種混合やHib感染症等、接種
間隔が設けられているものは注意しましょう。� 問 保健センター（☎22－1590）へ

Hib 感染症（前ヒブワクチン）
小児の肺炎球菌感染症（前小児用肺炎球菌）
ヒトパピローマウイルス感染症（前子宮頸がん予防接種）の
３つの予防接種が定期予防接種となりました

●ウエルカム阿南のご案内
阿南に引っ越ししてきて子育てに関する情
報を知りたい、お友だちを作りたいと思わ
れている方はいませんか。
阿南ファミリーサポートセンターでは、転
入者のための交流会を開いています。
阿南市の保健師さんが計測や相談にも対応
してくれます。
日時　５月15日㈬　10:00〜11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム

●かわいいこいのぼりをプレゼント
日時　５月３日㈷　10:00〜
場所　加茂谷鯉まつり会場（深瀬町）

●ファミサポ合同交流会
わくわくさんとゴロリのつくってあそぼショー
日時　５月６日㈪　①11:00〜　②14:00〜
場所　あすたむらんど徳島
※入場無料

問 阿南ファミリーサポートセンター
（☎24－5550）へ

阿南ファミリーサポートセンター
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５月 地区 時　　間 場　　　　所

13
日
㈪

見
能
林
・
桑
野

9:30～   9:40 旧 才 見 分 館 前

9:50～10:00 中 林 分 館 前

10:10～10:20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵

10:30～10:40 見 能 林 公 民 館

10:50～11:00 林 崎 正 八 幡 神 社

11:10～11:20 大 潟 分 館 前

11:30～11:40 津 乃 峰 分 館 前

13:00～13:10 山 口 分 館 前

13:20～13:30 川 西 集 会 所 前

13:40～13:50 桑 野 駅 前

14:00～14:10 大 地 田 村 商 店 前

14:20～14:30 成 松 集 会 所 前

14
日
㈫

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

9:30～  9:40 石 本 秀 松 園 前

9:50～10:00 宝 田 公 民 館 前

10:10～10:20 阿南バッティングセンター横

10:30～10:40 上 中 分 館 前

10:50～11:00 柳 島 老 人 ル ー ム

11:10～11:20 横 見 消 防 詰 所 前

13:00～13:10 長 生 住 民 セ ン タ ー

13:20～13:30 長 生 隣 保 館 前

13:40～13:50 西 方 大 将 軍 神 社 前

16
日
㈭

福
井
・
新
野

9:30～  9:40 福井町総合センター

9:50～10:00 福 井 駅 前

10:10～10:20 旧 福 井 南 小 学 校

10:40～11:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所

11:10～11:20 新 野 住 民 セ ン タ ー

13:00～13:10 久 田 橋 東 詰

13:20～13:30 農 協 徳 信 集 荷 場 前

13:50～14:00 生 谷 バ ス 停 前

20
日
㈪

大
野
・
加
茂
谷

9:30～  9:40 下 大 野 八 幡 神 社 前

9:50～10:00 大 野 住 民 セ ン タ ー

10:10～10:20 上 大 野 八 幡 神 社 前

10:40～10:50 熊 谷 町 集 会 所 前

11:00～11:10 加茂谷総合センター

11:20～11:30 楠 根 消 防 格 納 庫 前

13:00～13:10 農 協 大 井 支 所 前

13:20～13:30 十八女コミュニティセンター前

13:40～13:50 お 松 権 現

５月 地区 時　　間 場　　　　所

21
日
㈫

椿
・
椿
泊
・
橘

9:50～10:00 働 々 バ ス 停 前

10:10～10:20 椿 住 民 セ ン タ ー

10:40～10:50 椿 泊 連 絡 所 前

13:00～13:10 鵠 分 館 前

13:20～13:30 海 正 八 幡 神 社 前

13:40～13:50 橘 町 総 合 セ ン タ ー

14:00～14:10 橘こどもセンター前

14:20～14:30 阿南勤労者体育センター

23
日
㈭

富
岡

9:20～  9:30 黒 津 地 八 幡 神 社 前

9:40～   9:50 王 子 バ ス 停 広 場

10:00～10:10 日開野コミュニティセンター前

10:20～10:30 三 石 神 社 前

10:40～10:50 阿南青少年健全育成センター前

11:00～11:10 正 福 寺 入 口

11:20～11:30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

24
日
㈮

羽
ノ
浦

9:30～  9:40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

9:50～10:00 春 日 野 中 央 公 園

10:10～10:20 あすみが丘天神神社

10:30～10:40 岩 脇 小 学 校 校 庭

10:50～11:00 羽ノ浦公民館古庄分館

那
賀
川

13:00～13:10 東とくしま農協西原出張所前

13:20～13:30 那賀川公民館平島分館

13:40～13:50 出 島 神 明 神 社

14:00～14:10 那 賀 川 公 民 館

14:20～14:30 小 延 日 吉 神 社

14:40～14:50 島 尻 厳 島 神 社

15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　	 料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

■問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

　生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬
の所在地・飼い犬が変わったときなどは届け出が
必要です。

届け出が必要です
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５月の休日・夜間診療

●休日昼間　9：00〜17：00

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 殿谷整形外科医院 津乃峰町 ☎27−3334

4日 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎44−1010

5日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

6日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

12日 島内科眼科医院 富 岡 町 ☎22−1147

19日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

26日 林整形外科 見能林町 ☎23−6060

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れて
います。（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

５月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
市民生活課（☎22−1116）へ

●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

１日㈬、15日㈬　17：15〜18：15　市役所本庁１階

スポーツ施設５月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 7・13・20・27日

那賀川スポーツセンター 1・8・15・22・29日

羽ノ浦総合国民体育館 7・13・20・27日

羽ノ浦健康スポーツランド 7・13・20・27日

県南部総合運動公園 7・14・21・28日

人口と世帯数

人口 76,974人（−305）
（男）37,113人（−157）

（女）39,861人（−148）

世帯数 29,957世帯（−35）

※平成25年３月末日現在
　カッコ内は前月対比

日 日開催日　時 時間　所 場所　
予 予約受付　問 問い合わせ先

法律相談（要予約）	 2日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 14日㈫・28日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 24日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 15日㈬
時 13:30～16:00　所 新野公民館・ひまわり会館1階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 10日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館1階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）	
日 7・14・21・28日　時 13:00～17:00
日 10・24日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 9日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※6月の相談日はありません。

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）

日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談	 13日㈪・20日㈪・27日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

　市制施行55周年、おめでとうございます。節目の年
であると同時に〝ゴーゴー〟と語呂合わせもよく、勢い
を感じます。４月から、広報報道係に新規採用職員を迎
え、新たな体制で新年度がスタートしました。聞くとこ
ろに、外国語が堪能だとか。グローバル広報の時代到来

を思わせる、この若い力についていけるのか、心配です。さて、今月の表
紙は、３月の観光地引き網開幕セレモニーに招待された少年野球チーム・
平島ドリームの皆さんです。この日は、バットを網に持ち替えて伝統漁法
を体験。きらりと光る笑顔の先には海の幸がたっぷり！桑野シルバータイ
ガースの皆さんと一緒にバーベキューをして交流を深めました。（山田）
　４月に阿南市に採用され、広報担当者として秘書広報課に配属されまし
た。分からないことだらけで勉強の毎日ですが、市民の皆さんに寄り添え
る職員になれるよう頑張りますので、よろしくお願いします。（相田）

編集室の

窓

５月の相談

５月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

日曜相談窓口  26日㈰  8:30〜17:00（市役所 1階納税課）

●平成25年度分の市県民税・国民健康保険税第 1期分か
ら口座振替を希望される場合は、５月15日㈬までに指定
金融機関の窓口で手続きをしてください。また前納報奨金
廃止に伴う、全期前納から期別納付への変更も同様です。
●固定資産税（全期分）口座振替済通知書と軽自動車税口
座振替済通知書（納税証明書）の郵送は５月中旬を予定し
ています。
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
県
内
で

２
番
目
に
古
い
歴
史
を
持
つ
「
那
賀
川
流
域
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
」。
那
賀
川
の
荘
厳
な
流
れ

を
道み

ち
し
る
べ標に
、
自
然
の
恵
み
を
存
分
に
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

主
催
す
る
の
は
、
羽
ノ
浦
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ

ブ
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
。
前

回
大
会
の
参
加
者
全
員
に
開
催
案
内
を
送
る
な

ど
、
き
め
細
や
か
な
対
応
で
人
気
を
獲
得
し
て

き
た
。
参
加
者
数
も
年
々
増
加
し
、
昨
年
に
は

５
０
０
人
を
突
破
。
鹿
児
島
や
千
葉
と
い
っ
た

遠
方
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
も
て
な
す
ス
タ
ッ

フ
の
表
情
は
一
様
に
晴
れ
や
か
だ
。

　

羽
ノ
浦
町
に
は
、
自
転
車
好
き
な
人
が
多
い
。

昭
和
30
年
代
半
ば
に
は
、
25
人
も
の
競
輪
選
手

を
輩
出
す
る
な
ど
、〝
競
輪
の
町
〟
と
呼
ば
れ

た
ほ
ど
だ
。
昭
和
49
年
に
な
る
と
、
親
子
で
つ

く
る
羽
ノ
浦
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
傍
ら
、
走
行
時

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
合
っ
て
き
た
。
当

時
の
子
ど
も
た
ち
は
大
人
に
な
り
、
今
で
は
、

大
会
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
運
営
を
支
え
て

い
る
。
自
転
車
で
つ
な
が
る
地
域
の
絆き

ず
なが
チ
ェ

ー
ン
の
役
割
を
果
た
し
、
大
会
運
営
の
推
進
力

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
級
生
コ
ン
ビ
で
運
営
を
切
り
盛
り
し
て
き

た
笹
田
晃
史
さ
ん
（
74
歳
）
と
福
住
安
雄
さ
ん

（
74
歳
）
は
語
る
。「
始
め
た
頃
は
『
雨
の
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
』
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
る
ほ
ど
、
よ
く

雨
に
泣
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
23
年
間
は
、

天
気
に
ド
キ
ド
キ
、
事
故
に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
の
繰
り

返
し
。
そ
れ
で
も
、
参
加
者
の
笑
顔
が
そ
れ
ま

で
の
苦
労
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
で
つ
な
が
る
人
と
人
と
の
絆
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
」。

　

全
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
は
１
２
０
を
超
え
る
。
な
か
で
も
四
国

は
人
気
が
高
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
何
と
い

っ
て
も
「
も
て
な
し
の
文
化
」
だ
ろ
う
。
１
０

０
人
い
れ
ば
１
０
０
通
り
。
そ
の
精
神
に
触
れ

た
時
、
ペ
ダ
ル
を
踏
む
足
に
自
然
と
力
が
入
る
。

「
来
年
も
ま
た
参
加
し
た
い
」。
そ
う
思
う
最
大

の
要
素
は
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
魅
力
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
今
年
も
ま
た
、
多
く
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
が
そ
の
魅
力
を
求
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
。

ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第82回

那
賀
川
流
域
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
（
羽
ノ
浦
町
）


